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以
酊
庵
輪
番
制
と

京
都
所
在
寛
永
十
三
年
来
日
朝
鮮
通
信
使
揮
毫
の
扁
額
に
つ
い
て

片
山
　
真
理
子

〈
目
次
〉

は
じ
め
に

以
酊
庵
輪
番
制
の
は
じ
ま
り

京
都
所
在
梅
隠
揮
毫
の
扁
額

梅
隠
に
関
す
る
史
料

（
一
）
名
は
全
滎
、
字
は
達
甫
、
号
は
梅
隠

（
二
）
来
日
時
の
全
滎

ま
と
め
に
か
え
て

は
じ
め
に

本
稿
は
寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）
に
朝
鮮
通
信
使
の
一
員
と
し
て
来
日
し
た
梅
隠
な
る
人
物
が
揮
毫
し
た
扁
額
に
関
し
、

京
都
に
い
く
つ
か
の
作
例
が
木
額
と
な
っ
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
報
告
で
あ
る
。
そ
の
書
体
に
備
わ
る
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力
強
さ
、
清
潔
さ
、
ど
こ
と
な
く
異
国
的
な
情
緒
漂
う
興
趣
に
筆
者
は
魅
了
さ
れ
た
。
そ
も
そ
も
梅
隠
と
は
誰
な
の
か
？ 

と

い
う
疑
問
と
興
味
の
発
端
は
京
都
と
い
う
土
地
柄
を
隣
国
と
の
か
か
わ
り
の
観
点
で
探
り
た
い
と
い
う
感
覚
が
芽
ば
え
た
こ

と
で
あ
る
。
梅
隠
と
は
朝
鮮
通
信
使
の
一
員
で
あ
り
、
写
字
官
と
い
う
役
目
で
江
戸
時
代
初
期
、
寛
永
十
三
年
秋
か
ら
翌
年

帰
国
す
る
十
四
年
春
の
こ
ろ
に
日
本
に
数
か
月
滞
在
し
た
人
物
で
後
述
す
る
。
日
本
は
恒
に
舶
来
の
異
国
文
化
が
も
た
ら
さ

れ
た
歴
史
が
あ
り
、
臨
済
宗
も
そ
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
墨
跡
、
書
に
関
し
て
も
南
宋
の
書
家
・
張
即
之
（
一
一
八
六
～

一
二
六
六
）
な
ど
の
筆
が
入
宋
、
入
元
し
た
禅
僧
ら
に
よ
っ
て
日
本
へ
持
ち
帰
ら
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
こ
れ
ら
は
書
の
美
感

を
讃
え
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
海
を
渡
っ
て
き
た
と
い
う
渡
来
を
敬
わ
れ
、
貴
重
な
る
文
物
と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
き
た
。

異
国
、
書
の
発
祥
の
地
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
書
へ
の
あ
こ
が
れ
と
源
流
に
尊
敬
の
念
を
抱
く
よ
う
に
、
長
き
に
わ
た
り
日
本

に
根
づ
く
感
性
の
な
か
で
珍
重
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
本
稿
に
寄
せ
る
隣
国
朝
鮮
か
ら
日
本
に
渡
っ
て
き
た
梅
隠
揮
毫
の

扁
額
か
ら
も
江
戸
時
代
の
日
本
の
様
子
の
一
端
が
う
か
が
え
る
。
筆
者
が
関
心
を
寄
せ
た
、
書
の
美
点
の
ほ
か
の
理
由
は
、

そ
れ
が
固
有
の
寺
名
や
山
号
、
住
持
の
号
で
あ
り
、
唯
一
無
二
の
存
在
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
常
時
方
丈
や
軒
に
掛
額
さ
れ

て
、
そ
の
建
造
物
の
名
称
を
掲
示
す
る
と
い
う
そ
の
場
に
限
定
さ
れ
た
役
割
を
果
た
し
、
ほ
か
の
場
所
で
は
使
用
す
る
こ
と

は
決
し
て
な
い
。
そ
し
て
額
字
に
は
、
揮
毫
す
る
側
と
揮
毫
し
て
も
ら
う
側
に
何
ら
か
の
特
別
な
関
係
性
が
あ
る
は
ず
で
あ

る
。
間
柄
は
一
様
で
は
な
く
、
土
産
や
取
次
も
含
め
て
さ
ま
ざ
ま
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
稿
の
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
の

は
寛
永
十
三
年
十
月
五
日
に
釜
山
を
出
港
し
て
十
一
日
に
対
馬
へ
来
島
し
た
一
行
が
翌
年
二
月
二
十
五
日
に
釜
山
へ
帰
国
す

る
ま
で
の
間
、
日
本
国
内
で
揮
毫
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
額
字
に
つ
い
て
で
あ
る
。
対
馬
厳
原
を
日
本
で
の
起
点
に
し
て
下

関
、
瀬
戸
内
海
を
横
切
り
、
大
坂
に
上
陸
。
淀
川
の
川
船
に
乗
り
換
え
て
京
都
経
由
で
東
海
道
を
歩
い
て
江
戸
、
そ
し
て
日

光
を
参
詣
し
た
朝
鮮
人
。
号
を
「
梅
隠
」
と
い
い
、
本
名
は
全
滎
。
写
字
官
、
能
筆
家
が
揮
毫
し
た
額
字
を
考
察
す
る
。
本

稿
は
調
査
対
象
を
京
都
市
内
と
い
う
一
地
域
に
限
り
、
進
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
調
査
を
は
じ
め
た
当
初
に
は
建
仁
寺
の
正
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伝
永
源
院
に
掲
げ
ら
れ
る
「
正
傳
院
」
一
枚
の
存
在
を
知
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
「
正
傳
院
」
の
存
在
が
発
端
と
な
り
、

次
第
に
妙
心
寺
麟
祥
院
の
「
麟
祥
院
」、
そ
し
て
龍
安
寺
門
前
の
多
福
院
の
「
多
福
」、
相
国
寺
慈
照
院
の
「
棲
碧
」、
建
仁
寺

西
来
院
の
「
西
来
院
」、
妙
心
寺
境
外
塔
頭
金
臺
寺
の
「
鳳
臺
院
」
と
「
河
北
山
」
と
い
う
順
で
扁
額
お
よ
び
額
字
が
い
ず
れ

も
現
役
で
使
用
さ
れ
、
方
丈
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
酊
庵
輪
番
制
の
は
じ
ま
り

隣
国
朝
鮮
と
の
史
的
背
景
を
確
認
す
る
と
、
江
戸
時
代
、
朝
鮮
国
王
か
ら
公
式
な
名
目
で
派
遣
さ
れ
た
使
節
団

は
十
二
度
を
数
え
る
。
こ
の
時
代
に
先
行
し
て
文
禄
・
慶
長
の
役
（
壬
辰
倭
乱
・
丁
酉
再
乱
⑴
）
で
、
戦
の
た
め
に
日

朝
関
係
が
著
し
く
悪
化
。
断
絶
し
て
い
た
両
国
間
の
関
係
は
あ
る
一
定
の
沈
黙
の
期
間
を
経
て
、
国
交
が
回
復
し

て
か
ら
互
い
の
体
面
を
保
ち
、
平
静
な
時
間
を
過
ご
し
た
。
江
戸
時
代
の
朝
鮮
通
信
使
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
は

朝
鮮
か
ら
日
本
へ
と
、
相
互
で
は
な
く
、
一
方
通
行
と
な
り
、
日
本
か
ら
の
使
節
団
が
朝
鮮
国
王
の
居
城
が
あ
る

漢
城
（
ソ
ウ
ル
）
へ
向
か
う
の
は
江
戸
時
代
で
は
一
度
だ
け
と
な
っ
た
。
理
由
は
文
禄
・
慶
長
の
役
で
被
っ
た
甚

大
な
痛
手
で
あ
り
、
朝
鮮
の
地
理
や
地
勢
な
ど
の
軍
事
的
に
利
用
さ
れ
そ
う
な
情
報
を
日
本
側
に
知
ら
れ
な
い
よ

う
に
警
戒
し
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
日
本
か
ら
の
使
節
の
代
わ
り
を
果
た
し
た
の
が
対
馬
藩
で
あ
り
、
朝
鮮
通
信

使
の
来
日
と
国
交
回
復
が
決
ま
っ
た
際
に
は
、
対
馬
藩
は
江
戸
幕
府
か
ら
朝
鮮
外
交
担
当
を
命
じ
ら
れ
た
。
朝
鮮

交
易
の
独
占
権
も
付
与
さ
れ
、
さ
ら
に
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
に
締
結
さ
れ
た
日
朝
国
家
間
で
の
規
約
、
己
酉

約
条
⑵
で
朝
鮮
は
対
馬
藩
主
を
日
本
国
王
使
と
し
て
の
特
権
を
認
め
た
。
江
戸
時
代
、
第
一
回
の
使
節
来
日
は
慶
長

十
二
年
（
一
六
〇
七
）
で
あ
る
。
江
戸
時
代
以
前
か
ら
朝
鮮
と
の
外
交
の
拠
点
と
し
て
倭
館
が
釜
山
な
ど
に
存
在
し
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て
い
た
が
、
慶
長
十
二
年
に
古
く
な
っ
た
倭
館
は
新
た
に
豆
毛
浦
に
移
動
。
そ
の
面
積
は
一
万
坪
に
及
ん
だ
。
倭

館
と
は
日
本
人
専
用
に
作
ら
れ
た
居
留
地
で
外
交
や
交
易
を
行
う
場
所
で
あ
る
。
内
部
に
は
外
交
交
渉
や
宴
会
を

開
催
す
る
宴
享
庁
を
中
心
と
し
て
東
館
と
西
館
で
は
さ
み
、
外
交
文
書
を
取
り
扱
う
僧
侶
が
住
む
東
向
寺
（
臨
済

宗
）、
日
本
側
の
番
所
な
ど
が
朝
鮮
側
の
理
解
を
得
た
対
馬
藩
に
よ
っ
て
着
工
さ
れ
た
。
慶
安
元
年
（
一
六
四
七
）
に

は
対
馬
藩
か
ら
の
館
守
が
常
駐
す
る
よ
う
に
な
り
、
交
易
の
発
展
に
と
も
な
い
豆
毛
浦
倭
館
は
手
狭
に
な
り
、
船

の
接
岸
時
に
施
設
が
不
十
分
で
不
便
が
あ
っ
た
た
め
、
さ
ら
に
ま
た
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
に
場
所
を
変
え
、
草

梁
倭
館
が
新
設
さ
れ
、
移
転
し
た
。
草
梁
倭
館
は
現
在
の
龍
頭
山
公
園
一
帯
で
あ
り
、
面
積
は
十
万
坪
に
及
ん
だ
。

同
時
代
の
長
崎
の
出
島
の
二
十
五
倍
と
い
う
広
大
な
面
積
で
新
倭
館
と
も
呼
ば
れ
、
開
市
大
庁
、
裁
判
庁
、
浜
番

所
、
そ
し
て
、
倭
館
の
敷
地
内
に
や
き
も
の
を
焼
く
窯
場
も
築
か
れ
、
対
馬
か
ら
釜
山
へ
渡
っ
た
松
村
弥
平
太
、

舟
橋
玄
悦
ら
陶
工
頭
が
釜
山
で
日
本
か
ら
の
注
文
に
よ
る
朝
鮮
陶
磁
の
焼
成
に
携
わ
っ
た
⑶
。
江
戸
時
代
の
様
々
な

事
情
が
あ
り
、
隣
国
朝
鮮
と
の
外
交
は
対
馬
藩
が
独
占
し
て
釜
山
の
倭
館
へ
出
入
り
し
、
本
拠
の
対
馬
に
お
い
て

は
以
酊
庵
に
臨
済
宗
の
碩
学
僧
を
招
い
て
、
対
朝
鮮
外
交
文
書
の
起
草
や
実
務
に
そ
の
力
を
発
揮
す
る
よ
う
に
導

い
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

本
稿
で
考
察
す
る
朝
鮮
通
信
使
一
員
で
あ
る
梅
隠
が
日
本
へ
赴
く
寛
永
十
三
年
は
京
都
五
山
の
学
僧
よ
り
選
ば
れ
た
碩
学

が
対
馬
以
酊
庵
へ
派
遣
さ
れ
て
、
最
初
の
朝
鮮
使
節
が
来
日
し
た
年
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
来
日
は
名
目
が
回
答
兼
刷
還

使
（
一
六
〇
七
年
、
一
六
一
七
年
、
一
六
二
四
年
）
で
、
文
禄
・
慶
長
の
役
に
よ
っ
て
日
本
へ
渡
っ
て
い
た
朝
鮮
人
被
虜
の
帰
国

が
そ
の
目
的
で
あ
っ
た
。「
回
答
」
と
は
日
本
の
国
書
へ
の
返
事
を
意
味
し
、「
刷
還
」
と
は
調
査
し
て
連
れ
帰
る
こ
と
を
意

味
す
る
。
回
答
兼
刷
還
使
の
来
日
の
前
に
は
断
交
が
続
い
た
な
か
で
折
衝
ま
で
に
は
相
応
の
年
月
を
経
て
、
朝
鮮
僧
・
松
雲

大
師
（
一
五
四
四
～
一
六
一
〇
）
が
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
に
探
賊
使
と
し
て
日
本
側
の
真
意
を
把
握
す
る
た
め
に
来
日
し
、
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京
都
の
本
法
寺
に
滞
在
し
た
。
慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）
三
月
五
日
に
徳
川
家
康
が
伏
見
城
へ
入
り
、
松
雲
大
師
と
会
見
し
、

徳
川
家
康
に
朝
鮮
侵
略
の
意
思
は
な
く
、
日
本
に
滞
在
し
て
い
る
朝
鮮
人
の
帰
還
を
取
り
付
け
た
。
後
に
対
馬
藩
か
ら
家
康

が
送
る
べ
き
国
書
が
送
ら
れ
て
、
そ
れ
を
受
け
た
朝
鮮
国
王
は
三
度
に
わ
た
り
回
答
兼
刷
還
使
を
派
遣
し
た
。
そ
の
後
寛
永

の
頃
に
な
る
と
、
日
朝
関
係
の
回
復
の
兆
し
が
見
え
は
じ
め
、
よ
う
や
く
安
定
し
た
時
期
に
差
し
掛
か
る
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
秘
密
裏
に
行
わ
れ
た
国
書
の
改
ざ
ん
が
明
る
み
に
な
っ
た
柳
川
一
件
⑷
で
、
初
代
の
景
轍
玄
蘇
⑸
（
一
五
三
七
～
一
六
一

一
）
に
次
い
で
以
酊
庵
二
世
と
な
っ
た
規
伯
玄
方
（
一
五
八
八
～
一
六
六
一
）
は
玄
蘇
の
遷
化
の
後
、
二
十
四
歳
に
し
て
代
を

継
ぐ
に
は
僧
侶
と
し
て
の
修
行
と
経
験
が
体
面
上
必
要
と
な
り
、
京
都
の
南
禅
寺
へ
七
年
間
修
行
に
出
向
く
。
そ
の
修
行
の

後
に
以
酊
庵
へ
戻
る
が
、
三
度
目
の
回
答
兼
刷
還
使
を
迎
え
た
。
そ
の
際
に
は
国
書
改
ざ
ん
の
罪
を
玄
方
が
負
わ
さ
れ
、
南

部
藩
（
盛
岡
藩
）
お
預
け
の
身
と
な
る
⑹
。
初
代
玄
蘇
と
二
代
玄
方
の
時
代
を
経
て
、
寛
永
十
二
年
以
後
、
僧
尼
の
登
録
や
住

職
の
任
免
な
ど
を
管
轄
す
る
僧
録
司
の
任
に
は
以
心
崇
伝
（
一
五
六
九
～
一
六
三
三
）
の
あ
と
を
継
い
だ
南
禅
寺
金
地
院
最
嶽

元
良
（
一
五
八
三
～
一
六
五
七
）
よ
り
玄
方
の
後
の
任
に
玉
峰
光
璘
、
棠
陰
玄
召
、
洞
叔
寿
仙
が
推
挙
さ
れ
、
順
次
対
馬
以
酊

庵
へ
輪
番
で
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
。
輪
番
と
は
、
当
番
、
加
番
、
代
番
の
役
割
を
割
り
当
て
る
も
の
で
、
当
番
が
対
馬
以

酊
庵
へ
駐
在
し
、
加
番
は
当
番
を
補
佐
・
援
助
し
、
代
番
は
当
番
、
加
番
が
と
も
に
病
な
ど
職
務
が
行
え
な
い
状
況
と
な
っ

た
場
合
に
代
役
と
し
て
務
め
る
と
い
う
制
度
で
あ
る
⑺
。
こ
の
よ
う
に
し
て
は
じ
ま
っ
た
以
酊
庵
輪
番
制
は
、
江
戸
幕
府
に

よ
る
京
都
五
山
派
寺
院
に
対
す
る
政
策
の
一
つ
で
、
室
町
幕
府
の
時
代
に
置
か
れ
た
制
度
に
倣
い
つ
つ
も
異
な
り
が
あ
る
も

の
で
あ
る
。
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
に
は
そ
れ
ま
で
長
き
に
わ
た
り
続
け
ら
れ
た
鹿
苑
僧
録
は
蔭
凉
職
と
と
も
に
廃
止
さ

れ
、
改
め
て
南
禅
寺
金
地
院
の
以
心
崇
伝
を
僧
録
司
に
任
命
し
た
。「
五
山
十
刹
諸
山
之
諸
法
度
」
が
制
定
さ
れ
、
寺
院
の

統
制
が
幕
府
と
南
禅
寺
金
地
院
の
主
導
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
な
か
で
学
徳
あ
る
五
山
僧
の
な
か
か
ら
碩
学
が
選
ば
れ
、
碩

学
料
を
与
え
ら
れ
た
が
、
碩
学
は
漢
文
に
よ
っ
た
作
詩
に
長
け
、
筆
に
も
か
な
り
の
腕
前
を
持
ち
、
そ
し
て
京
都
五
山
の
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碩
学
が
対
馬
で
の
朝
鮮
修
文
職
（
対
州
修
文
職
、
日
韓
書
契
な
ど
と
い
う
）
に
一
役
を
買
う
こ
と
と
な
っ
た
。
朝
鮮
通
信
使
が
来

日
す
る
場
合
は
基
本
的
に
当
番
、
加
番
が
対
馬
で
出
迎
え
て
、
接
伴
僧
と
し
て
お
供
の
任
で
徳
川
幕
府
の
所
在
地
で
あ
る
江

戸
へ
。
寛
永
十
三
年
に
は
さ
ら
に
家
康
を
祀
る
日
光
東
照
宮
ま
で
の
間
を
往
還
し
、
一
団
と
の
対
話
役
と
し
て
道
案
内
役
と

な
っ
た
。
数
か
月
に
わ
た
っ
た
道
中
で
は
宴
を
開
催
し
、
詩
文
唱
和
を
繰
り
返
し
、
詩
文
と
書
の
腕
前
を
発
揮
し
、
あ
る
意

味
で
は
知
識
、
学
問
の
高
さ
を
競
う
文
化
的
な
対
決
で
も
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
交
流
し
た
一
行
が
対
馬
ま
で
戻
っ
た
あ
と

は
、
釜
山
へ
帰
還
す
る
一
行
を
見
送
っ
た
。
学
識
の
み
な
ら
ず
異
国
か
ら
の
客
人
の
立
場
を
慮
り
つ
つ
大
旅
行
に
同
伴
す
る

任
務
で
あ
り
、
気
力
と
体
力
は
強
靱
で
あ
っ
て
、
大
方
の
処
置
に
対
応
で
き
る
理
解
者
で
あ
る
こ
と
が
要
さ
れ
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
以
酊
庵
輪
番
制
は
引
き
受
け
た
あ
と
そ
の
一
度
に
限
ら
ず
、
な
か
に
は
再
住
（
二
度
）、
参
住
（
三
度
）
な
ど
と
出
向

い
た
回
数
が
複
数
回
数
え
る
例
も
あ
る
。
以
酊
庵
輪
番
制
は
、
寛
永
十
二
年
、
東
福
寺
の
宝
勝
院
の
輪
番
に
は
じ
ま
り
、
慶

応
三
年
、
東
福
寺
の
大
機
院
で
最
終
と
な
っ
て
い
る
。
二
百
三
十
二
年
に
わ
た
っ
た
以
酊
庵
輪
番
制
と
十
二
回
の
朝
鮮
使
節

の
来
日
の
様
子
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

【
以
酊
庵
の
世
代
と
使
節
の
様
子
】
太
字
は
使
節
の
派
遣
と
重
要
事
項

世
代
位
次
　
　
　
道
号
法
諱
（
本
山
）
寺
院
名
　
　
　
輪
住
年
次
（
西
暦
年
）　
　
　
備
考

初
　
景
轍
玄
蘇
（
大
明
特
賜
本
光
禅
師
）　
　
　
　
　 
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
～
慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
）

対
馬
島
主
宗
義
調
、
博
多
聖
福
寺
の
景
轍
玄
蘇
を
招
き
、
朝
鮮
外
交
に
あ
た
ら
せ
る
。
後
、
玄
蘇
は
対
馬
厳
原
に
以
酊
庵

を
結
ぶ
。

日
本
国
王
使
　
庚
辰
（
天
正
八
年
／
一
五
八
〇
）
正
使 

景
轍
玄
蘇
。
漢
城
へ
上
京
。

探
賊
使 

朝
鮮
僧
松
雲
大
師
、
朴
大
根
ら
来
日
　
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
十
二
月
二
十
七
日
～
翌
年
三
月
二
十
七
日
、
京
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都
本
法
寺
滞
在
。

朝
鮮
使
節
①
丁
未
　（
慶
長
十
二
年
／
一
六
〇
七
）
回
答
兼
刷
還
使
来
日
（
総
勢
五
〇
四
名
）
二
月
二
十
九
日
～
七
月
三
日 

接

伴
僧 

景
轍
玄
蘇
。

二
　
規
伯
玄
方
、
景
轍
玄
蘇
の
遷
化
に
伴
い
、
二
世
と
な
る
が
、
そ
の
前
に
七
年
間
、
京
都
南
禅
寺
に
修
行
に
出
向
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
～
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）

朝
鮮
使
節
②
丁
巳
　（
元
和
三
年
／
一
六
一
七
）    

回
答
兼
刷
還
使
来
日
（
総
勢
四
二
八
名
）
七
月
五
日
～
十
月
十
八
日 

接
伴

僧
な
し
。

日
本
国
王
使
辛
酉
　 （
元
和
七
年
／
一
六
二
一
） 　

　
　
　
　
　
　
　
　

御
所
丸
送
使
訪
朝 

正
使 

規
伯
玄
方
、
副
使 

宗
智
順
ら
釜
山
倭
館
へ
。

朝
鮮
使
節
③
甲
子
　（
寛
永
元
年
／
一
六
二
四
）    

回
答
兼
刷
還
使
来
日
（
総
勢
四
六
〇
名
） 

十
月
二
日
～
翌
年
三
月
五
日 

接

伴
僧 

規
伯
玄
方
。

日
本
国
王
使
己
巳
　（
寛
永
六
年
／
一
六
二
九
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
京
使
訪
朝 

正
使 

規
伯
玄
方
、
釜
山
倭
館
か
ら
漢
城
へ
の
ぼ
る
。

柳
川
一
件
　
　
　
　（
寛
永
十
年
／
一
六
三
三
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳
川
調
興
に
よ
る
国
書
書
き
替
え
暴
露
で
露
見
、
寛
永
十
二
年
三
月
に
処

分
決
定
。
玄
方
は
南
部
藩
へ
流
配
さ
れ
る
。

  

僧
録
司
の
南
禅
寺
金
地
院
最
嶽
元
良
よ
り
玄
方
の
後
の
任
務
に
玉
峰
光
璘
、
棠
陰
玄
召
、
洞
叔
寿
仙
が
推
挙
さ
れ
る
。

三
　
玉
峰
光
璘
（
東
福
寺
）
宝
勝
院
　
　
　
　

                                                    

寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
十
一
月
～
十
三
年
八
月	

以
酊
庵
輪
番
制
の
は
じ
ま

　
　
り
。

四
　
棠
陰
玄
召
（
東
福
寺
）
南
昌
院
　
　
　
　

                                                       

寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）
八
月
～
十
五
年
三
月	

朝
鮮
使
節
④
丙
子
　（
寛
永
十
三
年
／
一
六
三
六
）
通
信
使
来
日
（
総
勢
四
七
八
名
）
十
月
六
日
～
翌
年
二
月
二
十
五
日 

接
伴

僧 

玉
峰
光
璘
、
棠
陰
玄
召
。
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五
　
洞
叔
寿
仙
（
天
龍
寺
）
慈
済
院
　
　
　
　

                                                   

寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
四
月
～
十
六
年
四
月

再
　
玉
峰
光
璘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                                                      

寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
四
月
～
十
七
年
三
月

再
　
棠
陰
玄
召
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                  

寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）
四
月
～
十
八
年
四
月

再
　
洞
叔
寿
仙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                  

寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
四
月
～
十
九
年
三
月

参
　
棠
陰
玄
召
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                   

寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
三
月
～
二
十
年
三
月

六
　
鈞
天
永
洪
（
建
仁
寺
）
十
如
院
　
　
　
　    

   

寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
四
月
～
二
十
一
年
四
月

朝
鮮
使
節
⑤
癸
未
　（
寛
永
二
十
年
／
一
六
四
三
）
通
信
使
来
日
（
総
勢
四
七
七
名
）
四
月
二
十
七
日
～
十
月
二
十
九
日 

接
伴

僧 

鈞
天
永
洪
、
周
南
円
旦
。

七
　
周
南
円
旦
（
東
福
寺
）
艮
岳
院
　
　
　
　
　 

　

正
保
元
年
（
一
六
四
四
）
四
月
～
二
年
三
月

八
　
茂
源
紹
柏
（
建
仁
寺
）
清
住
院
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
四
月
～
三
年
五
月

再
　
鈞
天
永
洪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                   

正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
五
月
～
四
年
五
月

再
　
周
南
円
旦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                   

正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
五
月
～
同
年
九
月

再
　
茂
源
紹
柏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                   

正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
十
一
月
～
慶
安
三
年
十
月

参
　
鈞
天
永
洪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
十
月
～
承
応
二
年
二
月
　
承
応
二
年
二
月
十
日
、

                                                      
以
酊
庵
で
示
寂
。

九
　
賢
渓
玄
倫
（
天
龍
寺
）
鹿
王
院
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　 

承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
四
月
か
～
三
年
五
月

十
　
九
巌
中
達
（
建
仁
寺
）
大
統
院
　
　
　
　
　

　
　
　
　 

　

承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
五
月
～
明
暦
元
年
六
月

参
　
茂
源
紹
柏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
六
月
～
三
年
四
月

朝
鮮
使
節
⑥
乙
未
　（
明
暦
元
年
／
一
六
五
五
）
通
信
使
来
日
（
総
勢
四
八
五
名
）
六
月
九
日
～
翌
年
二
月
十
日 

接
伴
僧 

茂
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源
紹
柏
、
九
巌
中
達
。

十
一
　
覚
雲
顕
吉
（
相
国
寺
）
慈
照
院
　
　
　
　
　
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
四
月
～
万
治
二
年
五
月

十
二
　
天
沢
円
育
（
東
福
寺
）
艮
岳
院
　
　
　
　
　
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
五
月
～
寛
文
元
年
五
月

十
三
　
顕
令
通
憲
（
建
仁
寺
）
永
源
庵
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　

寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
六
月
～
三
年
五
月

十
四
　
太
華
令
瞻
（
東
福
寺
）
龍
眠
庵
　
　
　
　
　
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
五
月
～
五
年
四
月

十
五
　
虎
林
中
虔
（
天
龍
寺
）
慈
済
院
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
四
月
～
七
年
四
月

十
六
　
春
葩
宗
全
（
相
国
寺
）
富
春
軒
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
五
月
～
九
年
五
月

十
七
　
泉
叔
梵
亨
（
天
龍
寺
）
寿
寧
院
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
五
月
～
十
一
年
六
月

十
八
　
江
岳
元
策
（
天
龍
寺
）
南
芳
院
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
六
月
～
十
二
年
六
月
　
寛
文
十
二
年
六
月
二
十
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
、
以
酊
庵
で
示
寂
。

十
九
　
愚
渓
等
厚
（
相
国
寺
）
玉
龍
庵
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
八
月
～
延
宝
元
年
五
月

二
十
　
南
宗
祖
辰
（
東
福
寺
）
本
成
寺
　
　
　
　

                            

延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
六
月
～
三
年
閏
四
月

二
十
一  

蘭
室
玄
森
（
天
龍
寺
）
妙
智
院
　
　
　
　

                             

延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
四
月
～
五
年
四
月

二
十
二 

雲
外
東
竺
（
建
仁
寺
）
両
足
院
　
　
　
　

                             

延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
五
月
～
七
年
五
月	

再
　
南
宗
祖
辰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
五
月
～
天
和
元
年
六
月

二
十
三 

汝
舟
妙
恕
（
相
国
寺
）
光
源
院

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　                                          

天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
六
月
～
同
年
十
一
月
　
天
和
元
年
十
一
月
二
十
六

                                                          

日
、
以
酊
庵
で
示
寂
。

二
十
四 

太
虚
顕
霊
（
相
国
寺
）
慈
雲
庵            

                                

天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
三
月
～
貞
享
元
年
六
月

朝
鮮
使
節
⑦
壬
戌
　（
天
和
二
年
／
一
六
八
二
）
通
信
使
来
日
（
総
勢
四
七
三
名
）
六
月
十
八
日
～
十
一
月
一
日 

接
伴
僧 

太
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虚
顕
霊
、
南
宗
祖
辰
。

二
十
五 

古
霊
道
充
（
天
龍
寺
） 

延
慶
庵            

                                     

貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
四
月
～
三
年
三
月

二
十
六 

松
堂
宗
植
（
建
仁
寺
）
清
住
院           

　
　                                     

貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
閏
三
月
～
元
禄
元
年
四
月

二
十
七 

黄
巌
慈
璋
（
建
仁
寺
）
大
統
院
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　

元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
四
月
～
三
年
四
月	

二
十
八 
天
啓
集
仗
（
相
国
寺
）
瑞
春
庵              

　  

　
　

元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
四
月
～
五
年
四
月	

二
十
九 
東
谷
守
洵
（
天
龍
寺
）
南
芳
院            

                                   

元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
四
月
～
七
年
五
月	

三
十
　
松
隠
玄
棟
（
東
福
寺
）
南
昌
院
　
　
　
　

　                                  

元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
五
月
～
九
年
三
月	

三
十
一  

文
礼
周
郁
（
天
龍
寺
）
真
乗
院          

　
　
　
　
　
　
　
　
　                                   

元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
四
月
～
十
一
年
四
月	

三
十
二 

中
山
玄
中
（
天
龍
寺
）
妙
智
院            

                                      

元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
四
月
～
十
三
年
五
月

三
十
三 

別
宗
祖
縁
（
相
国
寺
）
慈
照
院            

                                  

元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
五
月
～
十
五
年
六
月

三
十
四 

雪
堂
令
研
（
東
福
寺
）
龍
眠
庵            

                                  

元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
六
月
～
宝
永
元
年
六
月

再
　
松
堂
宗
植
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                

宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
六
月
～
三
年
四
月

三
十
五 

関
仲
智
悦
（
天
龍
寺
）
寿
寧
院            

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
四
月
～
五
年
四
月	

三
十
六 

月
心
性
湛
（
天
龍
寺
）
真
乗
院            

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
四
月
～
七
年
五
月

三
十
七 

雲
壑
永
集
（
建
仁
寺
）
永
源
庵            

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
五
月
～
正
徳
二
年
五
月	

朝
鮮
使
節
⑧
辛
卯
（
正
徳
元
年
／
一
七
一
一
）
通
信
使
来
日
（
総
勢
五
〇
〇
名
）
七
月
五
日
～
翌
年
二
月
二
十
五
日 

接
伴
僧 

別
宗
祖
縁
、
雲
壑
永
集
。

再
　
中
山
玄
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
五
月
～
四
年
三
月

再
　
関
仲
智
悦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
三
月
～
享
保
元
年
二
月
　
享
保
元
年
二
月
十
一
日
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以
酊
庵
で
示
寂
。

三
十
八 

石
霜
龍
菖
（
東
福
寺
）
即
宗
院            

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
三
月
～
三
年
五
月	

再
　
月
心
性
湛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　

享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
五
月
～
五
年
五
月	

朝
鮮
使
節
⑨
己
亥
　（
享
保
四
年
／
一
七
一
九
）
通
信
使
来
日
（
総
勢
四
七
五
名
）
六
月
二
十
日
～
翌
年
一
月
七
日 

接
伴
僧 

月
心
性
湛
、
石
霜
龍
菖
。

三
十
九 
古
渓
性
琴
（
天
龍
寺
）
宝
寿
院
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
五
月
～
七
年
四
月

四
十
　 

天
衣
守
倫
（
東
福
寺
）
不
二
庵
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
四
月
～
九
年
閏
四
月	

四
十
一 

蘭
谷
祖
芳
（
相
国
寺
）
松
鷗
庵
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
閏
四
月
～
十
一
年
四
月

四
十
二 

雲
崖
道
岱
（
天
龍
寺
）
延
慶
庵
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
五
月
～
十
三
年
四
月

再
　
天
衣
守
倫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
四
月
～
十
五
年
四
月

四
十
三 

雪
巌
中
筠
（
建
仁
寺
）
普
光
庵
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
四
月
～
十
七
年
四
月

四
十
四 

藍
渓
光
瑄
（
東
福
寺
）
宝
勝
院            

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
四
月
～
十
九
年
四
月

四
十
五 

藍
坡
中
珣
（
相
国
寺
）
長
得
院            

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
四
月
～
元
文
元
年
四
月

四
十
六 

東
明
覚
沅
（
建
仁
寺
）
堆
雲
軒            

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
文
元
年
（
一
七
三
六
）
四
月
～
三
年
四
月	

再
　
雲
崖
道
岱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
文
三
年
（
一
七
三
八
）
四
月
～
五
年
四
月

再
　
雪
巌
中
筠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
四
月
～
寛
保
二
年
四
月

四
十
七 

維
天
承
瞻
（
相
国
寺
）
巣
松
軒            

                                

寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
四
月
～
延
享
元
年
四
月

四
十
八 

瑞
源
等
禎
（
天
龍
寺
）
妙
智
院
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
五
月
～
三
年
四
月	

四
十
九 

翠
巌
承
堅
（
天
龍
寺
）
三
秀
院
　
　
　
　
　
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
四
月
～
寛
延
元
年
四
月
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五
十
　
玉
嶺
守
瑛
（
東
福
寺
）
不
二
庵
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　
　
　

寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
四
月
～
三
年
五
月	

朝
鮮
使
節
⑩
戊
辰
　（
延
享
五
年
／
一
七
四
八
）
通
信
使
来
日
（
総
勢
四
七
五
名
）
二
月
十
六
日
～
八
月
九
日 

接
伴
僧 

翠
巌

承
堅
、
玉
嶺
守
瑛
。

五
十
一 

天
岸
覚
葩
（
建
仁
寺
）
堆
雲
軒             

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
五
月
～
宝
暦
二
年
六
月	

再
　
維
天
承
瞻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
六
月
～
四
年
五
月
　
一
説
に
宝
暦
元
年
六
月
。

再
　
瑞
源
等
禎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
五
月
～
六
月
　
宝
暦
四
年
六
月
十
八
日
、
以
酊
庵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
示
寂
。

再
　
翠
巌
承
堅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
十
一
月
～
六
年
六
月

五
十
二 

北
礀
道
爾
（
建
仁
寺
）
普
光
院
　
　
　   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
六
月
～
八
年
五
月

五
十
三 

天
叔
顕
台
（
相
国
寺
）
慈
照
院
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
五
月
～
十
年
五
月

五
十
四 

拙
山
周
寅
（
天
龍
寺
）
寿
寧
院
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
五
月
～
十
一
年
八
月

五
十
五 

桂
巌
龍
芳
（
東
福
寺
）
即
宗
院
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
四
月
～
明
和
元
年
四
月	

再
　
玉
嶺
守
瑛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
四
月
～
三
年
六
月

朝
鮮
使
節
⑪
甲
申
　（
明
和
元
年
／
一
七
六
四
）
通
信
使
来
日
（
総
勢
四
七
七
名
）
十
月
六
日
～
翌
年
六
月
二
十
一
日 

接
伴
僧 

維
天
承
瞻
、
桂
巌
龍
芳
。

五
十
六 

昊
巌
元
穹
（
天
龍
寺
）
招
慶
院
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
六
月
～
五
年
六
月

再
　
桂
巌
龍
芳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
五
月
～
七
年
六
月

五
十
七 

海
山
覚
暹
（
建
仁
寺
）
常
照
院
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
五
月
～
安
永
元
年
六
月

五
十
八 

岱
宗
承
嶽
（
相
国
寺
）
養
源
軒
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　  

　
　
　

安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
六
月
～
四
年
三
月
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再
　
海
山
覚
暹
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　
　
　
　
　
　
　
　

安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
三
月
～
六
年
二
月
　
安
永
六
年
二
月
七
日
、
以
酊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庵
で
示
寂
。

五
十
九 

湛
堂
令
椿
（
天
龍
寺
）
妙
智
院
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
八
月
～
八
年
六
月

六
十
　
高
峰
東
晙
（
建
仁
寺
）
両
足
院
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
六
月
～
天
明
元
年
五
月

六
十
一 
梅
荘
顕
常
（
相
国
寺
）
慈
雲
庵             

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
五
月
～
三
年
五
月

再
　
岱
宗
承
嶽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
五
月
～
四
年
五
月	

再
　
湛
堂
令
椿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
五
月
～
六
年
五
月	

六
十
二 

凞
陽
龍
育
（
東
福
寺
）
南
昌
院
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
五
月
～
八
年
五
月

六
十
三 

環
中
玄
諦
（
建
仁
寺
）
常
光
院
　        

                                            

天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
五
月
～
寛
政
二
年
四
月

六
十
四 

象
田
周
畊
（
天
龍
寺
）
寿
寧
院            

                                 

寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
四
月
～
四
年
三
月

再
　
環
中
玄
諦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                   

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
三
月
～
七
年
四
月

六
十
五 

天
瑞
守
選
（
東
福
寺
）
霊
雲
院
　
　
　
　

                                

寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
四
月
～
九
年
五
月	

六
十
六 

松
源
中
奨
（
相
国
寺
）
慈
照
院
　
　
　
　

                                

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
五
月
～
十
一
年
四
月

再
　
凞
陽
龍
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                   

寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
四
月
～
享
和
元
年
四
月

再
　
象
田
周
畊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                 

享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
四
月
～
三
年
四
月

再
　
天
瑞
守
選
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                 

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
四
月
～
文
化
二
年
四
月	

六
十
七 

汶
川
恵
汶
（
相
国
寺
）
勝
定
院            

                          

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
四
月
～
四
年
五
月

六
十
八 

嗣
堂
東
緝
（
建
仁
寺
）
一
華
院           

                                    

文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
五
月
～
六
年
四
月

六
十
九 

龍
潭
周
禎
（
天
龍
寺
）
寿
寧
院
　
　
　   

                          

文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
四
月
～
八
年
閏
二
月
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七
十 

月
耕
玄
宣
（
東
福
寺
）
未
雲
軒
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
閏
二
月
～
九
年
五
月
　
文
化
九
年
五
月
、
以
酊
庵
で

示
寂
。

朝
鮮
使
節
⑫
辛
未
　（
文
化
八
年
／
一
八
一
一
）
通
信
使
、
対
馬
聘
礼
（
総
勢
三
二
八
名
）
閏
三
月
十
三
日
～
七
月
三
日 

接
伴

僧 

月
耕
玄
宣
、
龍
潭
周
禎
。

七
十
一 
大
中
周
愚
（
相
国
寺
）
光
源
院
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
二
月
～
十
月

七
十
二 
別
源
周
汪
（
天
龍
寺
）
妙
智
院
　
　
　
　

                           

文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
十
月
～
十
二
年
四
月

再
　
嗣
堂
東
緝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                               

文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
四
月
～
十
四
年
三
月

七
十
三 

月
江
承
宣
（
天
龍
寺
）
三
秀
院
　
　
　
　

                           

文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
三
月
～
文
政
二
年
閏
四
月

七
十
四 

霊
巌
龍
根
（
東
福
寺
）
即
宗
院
　
　
　
　

                           

文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
閏
四
月
～
四
年
四
月	

七
十
五 

以
中
玄
保
（
相
国
寺
）
晴
雲
院
　
　
　
　

                            

文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
四
月
～
六
年
四
月	

七
十
六 

則
堂
通
銓
（
建
仁
寺
）
永
源
庵
　
　
　
　

                          

文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
四
月
～
八
年
四
月

七
十
七 

盈
冲
周
整
（
相
国
寺
）
慈
照
院
　
　
　
　

                              

文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
四
月
～
十
年
四
月

七
十
八 

願
海
守
航
（
東
福
寺
）
大
機
軒
　
　
　
　

                          

文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
四
月
～
十
二
年
四
月

再
　
以
中
玄
保
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                               

文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
四
月
～
天
保
二
年
四
月

七
十
九 

剛
中
周
侃
（
天
龍
寺
）
寿
寧
院
　
　
　
　

                              

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
四
月
～
四
年
四
月

再
　
則
堂
通
銓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                   

天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
四
月
～
六
年
四
月

再
　
盈
冲
周
整
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                   

天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
四
月
～
八
年
四
月

再
　
願
海
守
航
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                   

天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
四
月
～
十
年
四
月	

八
十
　
南
海
英
歆
（
天
龍
寺
）
弘
源
寺
　
　
　
　

                                 

天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
四
月
～
十
二
年
四
月
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八
十
一 

全
室
慈
保
（
建
仁
寺
）
霊
洞
院
　
　
　
　

　                                         

天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
五
月
～
十
四
年
四
月

八
十
二 

荊
叟
東
玟
（
建
仁
寺
）
両
足
院
　
　
　
　

                             

天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
四
月
～
弘
化
二
年
四
月

八
十
三 

北
澗
承
学
（
相
国
寺
）
晴
雲
院
　
　
　
　

                               

弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
四
月
～
四
年
四
月

再
　
南
海
英
歆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                   

弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
四
月
～
嘉
永
二
年
四
月

再
　
全
室
慈
保
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
四
月
～
四
年
四
月

八
十
四 
宋
州
師
定
（
東
福
寺
）
霊
源
院
　
　
　
　

                                   

嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
四
月
～
六
年
四
月

八
十
五 

龍
巌
周
績
（
天
龍
寺
）
妙
智
院
　
　
　
　

                                 

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
四
月
～
安
政
元
年
四
月

再
　
荊
叟
東
玟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                               

安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
四
月
～
安
政
三
年
四
月

八
十
六 

春
扃
光
宣
（
東
福
寺
）
即
宗
院
　
　
　
　

                              

安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
四
月
～
五
年
四
月

八
十
七 

橘
洲
周
偆
（
相
国
寺
）
養
春
軒
　
　
　
　               

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
四
月
～
万
延
元
年
四
月

再
　
宋
州
師
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                   

万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
四
月
～
文
久
二
年
四
月

八
十
八 

清
陰
周
旵
（
天
龍
寺
）
招
慶
院
　
　
　
　

                           

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
四
月
～
元
治
元
年
四
月

参
　
荊
叟
東
玟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                  

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
四
月
～
慶
応
二
年
四
月	

八
十
九 

玉
澗
守
俊
（
東
福
寺
）
大
機
院
　
　
　
　

                             

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
四
月
～
慶
応
三
年
正
月

（
参
照
）
伊
藤
東
慎
『
黄
龍
遺
韻
』
両
足
院 

一
九
五
七
年
十
一
月
、
田
代
和
生
『
書
き
替
え
ら
れ
た
国
書
』
中
央
公
論
社 

一
九
八
三
年
六
月
、
田
中
健
夫
『
前
近
代
の
国
際
交
流
と
外
交
文
書
』
吉
川
弘
文
館 

一
九
九
六
年
十
月
、
長
崎
歴

史
文
化
博
物
館
『
対
馬
藩
と
朝
鮮
通
信
使
―
十
二
万
点
の
宗
家
文
書
が
語
る
歴
史
の
真
実
』
二
〇
一
三
年
十
月
、
池

内
敏
「
以
酊
庵
輪
番
制
考
」『
絶
海
の
碩
学
―
近
世
日
朝
外
交
史
研
究
』
名
古
屋
大
学
出
版
会 

二
〇
一
七
年
二
月

対
馬
以
酊
庵
輪
番
制
が
は
じ
ま
っ
た
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
を
起
点
に
変
化
が
あ
る
。「
馬
上
才
」
の
興
行
と
、
そ
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の
翌
年
の
朝
鮮
通
信
使
が
「
泰
平
の
賀
」
と
い
う
名
目
で
の
来
日
で
あ
る
。「
馬
上
才
」
と
は
朝
鮮
の
曲
馬
の
こ
と
で
、
徳

川
家
光
（
一
六
〇
四
～
一
六
五
一
）
の
要
請
に
よ
っ
て
、
日
本
に
お
い
て
は
じ
め
て
行
わ
れ
た
。
疾
走
す
る
馬
上
で
逆
立
ち
す

る
な
ど
の
曲
芸
で
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
性
の
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
あ
る
。「
馬
上
才
」
の
興
行
は
通
信
使
と
い
う
名
目
の

意
味
が
回
答
兼
刷
還
使
と
は
性
格
が
異
な
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
証
で
も
あ
る 

。
ま
た
翌
年
の
朝
鮮
通
信
使
来

日
は
、「
泰
平
の
賀
」
と
い
う
、
家
光
の
襲
職
の
よ
う
な
明
ら
か
な
具
体
性
が
な
い
名
目
だ
が
、
朝
鮮
側
が
使
者
の
名
称
を

「
通
信
使
」
に
復
旧
し
た
と
い
う
意
味
で
江
戸
時
代
に
お
い
て
最
初
の
通
信
使
と
な
り
、
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究

の
慣
例
で
、
江
戸
時
代
の
朝
鮮
通
信
使
を
回
答
兼
刷
還
使
の
と
こ
ろ
か
ら
数
え
て
十
二
回
と
す
る
の
は
朝
鮮
国
王
が
発
し
た

使
節
の
回
数
を
指
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
朝
鮮
側
の
国
書
で
回
答
兼
刷
還
使
ま
で
は
将
軍
の
称
号
を
「
日
本
国
王
」
と
し
て

い
た
が
、
こ
れ
よ
り
「
日
本
国
大
君
」
に
改
め
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
で
天
皇
、
皇
室
は
政
治
的
に
外
交
に
は
関
わ
ら
ず
、
室
町

時
代
も
江
戸
時
代
で
も
将
軍
家
が
外
交
僧
を
抱
え
て
掌
握
し
て
い
る
。
以
酊
庵
輪
番
制
の
発
動
と
と
も
に
朝
鮮
使
節
の
来
日

は
そ
れ
ま
で
に
は
な
か
っ
た
新
た
な
時
代
の
幕
開
け
と
な
り
新
た
な
江
戸
時
代
の
通
信
使
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
こ
の
寛
永
十
三
年
来
日
の
一
団
に
本
稿
の
主
題
で
あ
る
梅
隠
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

京
都
所
在
梅
隠
揮
毫
の
扁
額

さ
て
、
現
状
で
確
認
で
き
た
梅
隠
揮
毫
の
扁
額
・
額
字
は
以
下
の
七
枚
で
あ
る
。
七
枚
の
内
訳
は
相
国
寺
派
一

枚
、
建
仁
寺
派
二
枚
、
妙
心
寺
派
四
枚
で
、
京
都
五
山
の
う
ち
東
福
寺
派
、
天
龍
寺
派
に
つ
い
て
は
現
状
で
不
明

で
あ
る
。
お
お
よ
そ
の
手
掛
か
り
と
な
っ
た
の
は
洛
中
洛
外
、
京
都
の
扁
額
所
在
の
様
子
を
ま
と
め
た
書
物
『
拾

遺
扁
額
要
覧
』
で
あ
る
。
木
版
で
の
文
字
情
報
で
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
情
報
を
も
と
に
所
在
が
確
認
で
き
た
の

は
建
仁
寺
山
内
西
来
院
で
あ
る
。
本
書
を
見
る
前
に
は
西
来
院
に
は
か
ね
て
よ
り
山
門
の
上
に
朝
鮮
国
の
学
士
・



453

禅文化研究所紀要 第35号（令和3年5月）

清
川
な
る
人
物
の
「
甘
露
門
」
と
「
漸
入
佳
境
」 

の
二
枚
の
所
在
を
認
め
て
き
た
が
、
方
丈
懸
額
の
「
西
来
院
」

へ
行
き
着
い
た
。『
拾
遺
扁
額
要
覧
』
が
編
ま
れ
た
嘉
永
期
の
段
階
で
、
こ
の
ほ
か
に
も
建
仁
寺
大
統
院
と
龍
安
寺

冝
春
院
に
も
「
朝
セ
ン
梅
隠
」
と
の
記
載
が
あ
る
。
現
在
建
仁
寺
の
大
統
院
で
は
梅
隠
揮
毫
の
扁
額
は
見
い
だ
せ

な
い
状
態
に
あ
り
、
そ
の
理
由
を
検
討
す
る
な
ら
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
に
火
に
遭
い
、
本
堂
・
庫
裏
・
書
院

な
ど
が
全
焼
。
現
在
の
建
物
は
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
再
建
さ
れ
て
い
る
件
が
あ
る
。
龍
安
寺
の
冝
春
院
は
明

治
の
頃
に
妙
心
寺
山
内
へ
移
転
す
る
が
、
そ
の
後
廃
寺
と
な
っ
て
お
り
、
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ

れ
か
ら
東
福
寺
塔
頭
で
寛
永
十
三
年
～
十
五
年
四
月
に
以
酊
庵
輪
番
だ
っ
た
玉
峰
光
璘
（
宝
勝
院
）
と
棠
陰
玄
召

（
南
昌
院
）
の
両
院
は
廃
寺
と
な
り
現
存
し
な
い
。『
拾
遺
扁
額
要
覧
』
に
は
東
福
寺
「
当
山
朝
鮮
人
筆
多
略
之
」
と

あ
る
が
、
現
状
で
の
調
査
は
力
が
及
ば
ず
、
未
確
認
で
あ
る
。

①木額「棲碧」縦 36.0㎝横 62.0㎝

「梅隠」（印文不明）　慈照院



454

以酊庵輪番制と京都所在寛永十三年来日朝鮮通信使揮毫の扁額について（片山 真理子）

②木額「正傳院」縦 55.0㎝横 101.0㎝

「梅隠」（「■翁」朱文方印）　正伝永源院

③木額「西来院」縦 55.0 横 101.0㎝

　「梅隠」（「■翁」朱文方印）　西来院
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④木額「麟祥院」縦 83.5 横 210.0㎝　麟祥院

「為日本全久公／書時丁丑仲春／也」

「朝鮮梅隠」（「梅隠」朱文方印）　多福院

⑤木額「多福」縦 36.7㎝横 115．2㎝
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⑥額字「鳳臺院」縦 52．7㎝横 136．2㎝

「梅隠」（「斗巖散人」朱文方印）　金臺寺

⑦額字「河北山」縦 63．1㎝横 139．8㎝

「梅隠」（「斗巖散人」朱文方印）　金臺寺

「梅隠」（「斗巖散人」朱文方印）　金臺寺
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さ
て
、
作
例
は
、
並
べ
た
画
像
に
あ
る
よ
う
に
堂
々
と
し
た
書
体
で
、
弾
力
が
あ
り
、
と
め
、
は
ね
、
は
ら
い

が
こ
と
さ
ら
強
調
さ
れ
て
お
り
、
筆
順
を
目
線
で
追
っ
て
し
ま
う
。
な
か
で
も
多
福
院
「
多
福
」
の
字
は
擦
れ
た

様
子
も
木
額
に
写
さ
れ
て
い
る
。
慈
照
院
「
棲
碧
」
の
額
だ
け
は
縁
は
な
く
、
一
枚
板
で
素
朴
で
あ
る
。
落
款
に

つ
い
て
は
①
「
棲
碧
」
②
「
正
傳
院
」
③
「
西
来
院
」
の
三
枚
に
は
同
様
の
「
梅
隠
」
落
款
が
見
い
だ
せ
る
が
、

「
■
翁
」（
朱
文
方
印
）
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
な
か
で
①
「
棲
碧
」
は
摩
滅
で
印
文
の
存
在
自
体
も
不
明
で
あ
る
が
、

形
を
「
正
傳
院
」「
西
来
院
」
落
款
と
見
比
べ
る
と
同
一
の
形
式
と
推
定
で
き
る
。
印
章
未
読
の
点
は
検
討
の
余
地

を
残
す
。

さ
て
、「
棲
碧
」
に
つ
い
て
は
、
慈
照
院
の
住
持
昕
叔
顕
晫
（
？
～
一
六
五
八
）
の
号
で
あ
り
、
院
内
の
棲
碧
軒
に

長
ら
く
掛
額
さ
れ
て
き
た
。
棲
碧
軒
は
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
に
桂
宮
親
王
御
学
問
所
と
し
て
建
て
ら
れ
た
書
院

で
あ
り
、
皇
室
よ
り
下
賜
さ
れ
た
宗
旦
狐
の
伝
説
が
あ
る
茶
室
「
頤
神
室
」
と
合
体
し
た
建
物
で
あ
る
。
当
院
は

室
町
幕
府
八
代
将
軍
足
利
義
政
や
桂
宮
の
菩
提
寺
で
あ
る
が
、
桂
離
宮
造
営
に
用
い
ら
れ
た
資
材
が
充
て
ら
れ
て

い
る
。
昕
叔
顕
晫
の
著
『
鹿
苑
日
録
』
七
十
二
、
寛
永
十
四
年
正
月
十
八
日
の
条
に
は
「
斎
後
赴
宗
対
馬
守
殿
。

六
条
法
華
堂
也
。
呈
杉
原
十
帖
・
金
扇
一
本
。
対
面
。
時
高
麗
上
官
之
衆
書
誂
之
書
物
。
自
由
之
体
驚
目
。
予
亦

誂
大
字
二
ケ
」
と
記
さ
れ
、
寛
永
十
三
年
に
、
来
日
し
た
一
行
が
江
戸
か
ら
の
帰
り
に
京
都
で
泊
ま
っ
た
六
条
法

華
堂
、
つ
ま
り
六
条
法
華
堂
と
称
さ
れ
て
い
た
本
圀
寺
に
投
宿
し
た
時
、
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
一
月
十
六
～

十
九
日
の
う
ち
、
十
八
日
に
昕
叔
顕
晫
が
訪
ね
、「
時
高
麗
上
官
之
衆
書
誂
之
書
物
。
自
由
之
体
驚
目
。
予
亦
誂
大

字
二
ケ
」
と
あ
る
の
は
ま
さ
に
こ
の
「
棲
碧
」
と
い
う
大
字
で
あ
ろ
う
。「
予
亦
誂
」
と
い
う
表
現
か
ら
は
自
分
も

ま
た
、
誂
え
る
と
い
う
、
他
者
の
寺
院
の
た
め
に
取
り
次
ぐ
と
い
う
よ
う
な
、
複
数
枚
の
存
在
を
示
唆
し
、
自
身

が
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
自
任
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
誂
え
る
、
と
い
う
表
現
が
出
て
お
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り
、
こ
れ
は
額
字
に
し
た
た
め
る
内
容
を
注
文
し
て
い
た
様
子
を
表
し
て
い
る
。
昕
叔
顕
晫
は
慈
照
院
七
世
で
父

は
江
戸
前
期
の
公
卿
で
有
職
故
実
に
精
通
し
て
い
た
日
野
輝
資
（
一
五
五
四
～
一
六
二
三
）
で
あ
り
、
彼
は
千
利
休
に

就
い
て
茶
道
を
学
び
、
徳
川
家
康
・
秀
忠
に
学
を
講
じ
る
な
ど
専
ら
文
雅
の
道
を
能
く
し
た
人
。
そ
し
て
さ
ら
に

対
馬
藩
主
の
宗
義
成
（
一
六
〇
四
～
五
七
）
の
妻
ふ
く
は
姪
（
兄
日
野
資
勝
の
娘
）
で
あ
り
、
慈
照
院
昕
叔
顕
晫
は
こ

の
度
の
通
信
使
来
日
、
入
洛
に
お
い
て
六
条
法
華
堂
で
面
会
す
る
宗
対
馬
守
殿
が
、
姪
の
嫁
ぎ
先
と
い
う
関
係
性

は
注
目
に
値
す
る
⑻
。
②
「
正
傳
院
」
③
「
西
来
院
」
の
二
枚
は
扁
額
の
大
き
さ
も
さ
ほ
ど
違
い
は
な
く
、
同
じ

建
仁
寺
山
内
塔
頭
で
あ
り
、
同
時
期
の
揮
毫
と
、
木
額
の
製
作
も
同
じ
手
か
同
工
房
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
慈
照

院
「
棲
碧
」
は
長
き
に
わ
た
っ
た
日
照
の
も
と
で
板
は
乾
き
、
摩
滅
し
た
状
態
で
あ
る
が
、「
正
傳
院
」
と
「
西

来
院
」
の
へ
扁
額
は
方
丈
の
軒
の
下
で
、
あ
る
程
度
の
日
差
し
や
風
雨
を
し
の
い
で
い
る
。
一
方
で
慈
照
院
棲
碧

軒
は
切
妻
造
の
屋
根
の
破
風
で
構
造
上
に
違
い
が
あ
る
。
三
ケ
寺
の
木
額
に
は
似
通
っ
た
落
款
「
梅
隠
」
と
そ
の

下
に
は
印
章
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
昕
叔
顕
晫
は
正
伝
院
の
茶
道
有
楽
流
の
祖
で
あ
る
織
田
有
楽
斎
（
一
五
四
七
～

一
六
二
二
）
と
生
前
よ
り
友
好
関
係
が
あ
り
、
寛
永
十
一
年
に
年
忌
に
参
っ
て
い
る
様
子
⑼
が
見
ら
れ
る
。
有
楽
斎

は
織
田
信
長
の
弟
で
利
休
七
哲
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
に
荒
廃
し
た
正
伝
院
を
再
興
し
た
。

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）、
廃
仏
毀
釈
の
混
乱
期
に
正
伝
院
は
永
源
庵
が
あ
っ
た
建
仁
寺
本
坊
の
北
側
に
移
り
、
二
寺

が
合
併
し
て
正
伝
永
源
院
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
④
「
麟
祥
院
」
扁
額
に
は
落
款
は
な
い
。
麟
祥
院
所
蔵
の
覚
書
に
「
麟
祥
院
額
朝
鮮
梅
隠
筆
⑽
」
と
あ
り
、

『
拾
遺
扁
額
要
覧
』
ほ
か
、『
都
林
泉
名
勝
図
絵
』
の
な
か
に
「
額
は
朝
鮮
梅
隠
の
筆
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
梅
隠

揮
毫
と
認
識
で
き
る
。「
麟
祥
院
」
の
額
は
な
に
し
ろ
巨
大
と
い
う
こ
と
を
申
し
添
え
た
い
。
幅
は
二
一
〇
㎝
あ

り
、
先
の
三
枚
の
扁
額
の
幅
の
二
倍
以
上
に
達
す
る
。
妙
心
寺
山
内
の
麟
祥
院
は
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）
に
春
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日
局
（
斎
藤
福
、
一
五
七
九
～
一
六
四
三
）
が
菩
提
寺
に
定
め
、
鍋
島
勝
茂
の
子
碧
翁
愚
完
を
開
祖
に
迎
え
建
立
し
た
。

こ
の
こ
ろ
に
織
田
・
豊
臣
ら
の
家
臣
の
菩
提
寺
が
数
多
く
建
立
さ
れ
た
京
都
で
、
さ
ら
に
は
朝
幕
間
で
の
対
立
事

件
、
紫
衣
事
件
も
起
こ
っ
て
い
る
が
、
監
視
の
目
的
で
こ
の
地
に
建
立
さ
れ
た
と
の
見
方
が
有
力
で
あ
る
。
春
日

局
は
徳
川
家
光
の
乳
母
で
あ
り
、
大
奥
を
取
り
仕
切
っ
た
女
で
あ
る
。
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
に
明
智
光
秀
の
家

老
・
斎
藤
利
三
を
父
に
生
ま
れ
、
父
が
捕
ら
わ
れ
て
亡
く
な
っ
た
幼
少
期
は
海
北
友
松
に
引
き
取
ら
れ
た
。
苦
難

の
時
代
を
過
ご
し
、
稲
葉
正
成
の
妻
と
な
る
が
、
離
縁
。
の
ち
に
家
光
の
乳
母
と
な
り
、
大
奥
の
内
外
で
権
勢
を

振
る
っ
た
。
麟
祥
院
の
建
立
の
時
期
が
通
信
使
の
来
日
の
時
期
に
近
く
、
か
つ
家
光
は
寛
永
十
三
年
の
通
信
使
を

も
て
な
し
た
御
大
将
で
あ
る
。
扁
額
の
外
に
朝
鮮
よ
り
献
上
さ
れ
た
什
物
に
は
迦
葉
の
尊
像
が
あ
る
。「
同
年
（
寛

永
十
三
年
）
七
月
為
当
寺
本
尊
朝
鮮
人
献
上
之
迦
葉
仏
大
猷
院
様
御
寄
付
」
と
『
麟
祥
院
由
緒
記
』（
京
都
麟
祥
院
蔵
）

に
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
寛
永
十
三
年
の
通
信
使
来
日
、
十
月
に
先
駆
け
て
の
記
録
で
あ
る
。
さ
て
、
も
う
一

つ
の
麟
祥
院
、
東
京
文
京
区
湯
島
の
枳
殻
（
か
ら
た
ち
）
寺
と
称
さ
れ
る
東
京
麟
祥
院
に
も
、
か
つ
て
梅
隠
筆
の

「
麟
祥
院
」
扁
額
が
存
在
し
て
い
た
様
子
が
『
東
京
名
所
図
会
（
本
郷
区
之
部
）』
⑾
に
あ
る
。「
麟
祥
院　

竪
弐
尺

横
五
尺
八
寸　

唐
人
梅
隠
筆
の
額
あ
り
」
と
記
載
が
あ
り
、
そ
の
寸
法
は
㎝
に
直
す
と
六
〇
・
六
×
一
七
五
・
七
㎝

で
あ
る
。
京
都
の
麟
祥
院
扁
額
「
麟
祥
院
」
は
縦
八
三
・
五
×
横
二
一
〇
・
〇
㎝
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
と
は
寸
法
が

違
う
別
の
扁
額
で
あ
る
。
東
京
の
麟
祥
院
に
は
寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
に
人
生
を
全
う
し
た
春
日
局
の
墓
が
あ

り
、
局
の
菩
提
寺
と
し
て
生
前
に
整
備
が
な
さ
れ
、
寛
永
元
年
（
二
年
と
も
）
に
報
恩
山
天
鐸
寺
を
建
立
し
、
寛
永

十
一
年
に
は
家
光
公
の
命
で
寺
名
を
天
鐸
山
麟
祥
院
と
改
め
た
。
京
都
妙
心
寺
の
麟
祥
院
と
は
並
走
し
て
存
在
す

る
が
、
妙
心
寺
は
御
水
尾
天
皇
（
一
五
九
六
～
一
六
八
〇
）
よ
り
下
賜
さ
れ
た
御
所
の
釣
殿
を
移
築
し
、
春
日
局
の
木

像
を
安
置
し
た
。
春
日
局
は
晩
年
、
江
戸
と
京
都
の
麟
祥
院
を
行
き
来
し
て
い
る
。
東
京
麟
祥
院
の
方
は
第
二
次

世
界
大
戦
の
戦
火
で
焼
亡
し
て
お
り
、
現
在
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
東
西
に
お
い
て
江
戸
時
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代
徳
川
家
の
権
力
を
誇
る
特
有
の
成
り
立
ち
が
あ
る
寺
院
で
あ
る
。

⑤
「
多
福
」
に
は
院
の
字
は
な
く
、
二
文
字
だ
が
「
為
日
本
全
久
公
／
書
時
丁
丑
仲
春
／
也
」「
朝
鮮
梅
隠
」

「
梅
隠
（
朱
文
方
印
）」
と
い
う
為
書
が
見
ら
れ
る
。
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
国
際
交
流
史
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
て
公

開
さ
れ
て
い
る
『
朝
鮮
信
使
記
録
』（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）、
ま
た
建
仁
寺
両
足
院
が
所
蔵
す
る
『
信
使
来
聘
記
録

之
略
』
に
も
同
様
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。「
丁
丑
仲
春
」、
ま
た
は
「
酒
席
敬
呈
馬
州
太
守
客
下
」
に
「
梅
隠
書
」

と
い
う
記
載
が
あ
り
、
多
福
院
の
扁
額
の
「
書
時
丁
丑
仲
春
也
」
は
こ
の
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
丁
丑
仲

春
」
と
い
う
と
、
寛
永
十
四
年
二
月
に
あ
た
り
、
通
信
使
が
大
坂
を
離
れ
、
瀬
戸
内
か
ら
対
馬
を
経
て
帰
国
す
る

時
期
に
あ
た
る
。

両足院所蔵史料（函１８１－５４号）

『信使来聘記録之略』部分
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一
行
が
釜
山
に
戻
っ
た
二
月
二
十
五
日
よ
り
後
に
記
し
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
寛
永
十
三
年
の
通
信
使
が
日
本

へ
出
発
し
た
あ
と
で
清
か
ら
国
土
を
侵
攻
さ
れ
、
清
国
の
臣
下
と
し
て
礼
を
尽
く
し
、
明
の
元
号
を
廃
し
、
清
の

元
号
を
用
い
て
い
る
。
朝
鮮
王
の
長
男
次
男
を
清
国
へ
送
る
な
ど
の
条
約
、
丁
丑
約
条
が
降
伏
の
際
に
結
ば
れ
た

が
、
こ
の
丙
子
胡
乱
⑿
（
丙
子
の
乱
）
の
発
生
に
よ
っ
て
、
帰
還
時
は
清
の
兵
が
朝
鮮
を
撤
退
し
た
後
の
こ
と
と
は

い
え
、
決
し
て
穏
や
か
な
文
化
的
な
精
神
が
保
た
れ
る
よ
う
な
状
況
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
し
た
混

乱
時
に
果
た
し
て
揮
毫
し
、
日
本
へ
送
る
余
裕
が
あ
っ
た
か
、
疑
問
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
「
為
日
本
全
久
公
／
書
時
丁
丑
仲
春
／
也
」
の
「
全
久
公
」
は
、
多
福
院
の
七
代
住
持
で
あ
る
桂

芳
全
久
を
指
す
。
桂
芳
の
出
自
等
は
不
詳
で
あ
る
が
、『
正
誤
仏
祖
正
伝
宗
派
図
』
を
纏
め
、
そ
の
序
に
「
桂
芳

今
居
龍
安
多
福
禅
庵
展
所
編
之
正
図
（
中
略
）
周
捜
旁
討
已
垂
廿
年
」
と
あ
る
よ
う
に
長
年
勉
学
に
励
ま
れ
た
学
僧

だ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
推
察
す
る
に
は
以
酊
庵
の
両
僧
、
つ
ま
り
接
伴
僧
の
玉
峰
光
璘
、
棠
陰
玄
召
を
通
じ
て

も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
来
歴
に
つ
い
て
は
不
詳
な
が
ら
、
本
額
字
は
通
信
使
帰
国
間
際
、
対
馬
で
揮
毫

し
た
も
の
と
推
定
す
る
。

⑥
「
鳳
臺
院
」
⑦
「
河
北
山
」
の
二
枚
は
金
臺
寺
所
蔵
で
、
原
書
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
原
書
か
ら
転
写
し
た
木

額
ば
か
り
を
目
に
し
て
き
た
が
、
紙
本
墨
書
で
あ
り
、
木
額
は
制
作
せ
ず
に
原
書
を
そ
の
ま
ま
「
鳳
臺
院
」
は
和

額
、「
河
北
山
」
は
軸
装
に
仕
立
て
て
い
る
。
金
臺
寺
は
平
安
時
代
に
泉
涌
寺
末
寺
金
臺
寺
と
し
て
建
立
後
、
慶

長
十
三
年
（
一
六
〇
八
）
妙
心
寺
一
三
一
世
輝
岳
宗
暾
が
国
泰
寺
と
改
称
し
、
開
祖
第
一
世
と
し
て
入
寺
。
寛
永
四

年
（
一
六
二
七
）
輝
岳
和
尚
に
よ
り
再
度
寺
基
が
改
め
ら
れ
、
鳳
臺
院
と
称
さ
れ
た
。
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
は
金

臺
寺
の
称
に
復
帰
、
妙
心
寺
境
外
塔
頭
と
な
っ
た
。
額
字
の
「
鳳
臺
院
」
は
丙
子
の
こ
ろ
の
寺
名
で
あ
り
、「
河
北

山
」
は
山
号
で
あ
る
。
一
見
し
て
「
河
壮
山
」
と
も
読
め
る
書
で
あ
る
。
二
枚
と
も
墨
書
の
落
款
「
梅
隠
」「
斗
巖
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散
人
（
朱
文
方
印
）」
で
あ
る
。
金
臺
寺
の
作
例
は
原
書
で
、
ま
た
「
斗
巖
散
人
」
と
い
う
印
章
は
後
述
す
る
史
料

の
な
か
で
確
認
で
き
る
号
「
斗
巖
」
と
合
致
す
る
。
伝
承
に
つ
い
て
は
不
詳
だ
が
、「
斗
巖
散
人
」
の
印
章
と
原
書

で
あ
る
点
で
貴
重
な
作
例
と
い
え
る
。

梅
隠
に
関
す
る
史
料

　（
一
）
名
は
全
滎
、
字
は
達
甫
、
号
は
梅
隠

梅
隠
に
つ
い
て
朝
鮮
側
に
資
料
で
そ
の
人
物
史
を
た
ど
る
と
「
斗
巖
全
公
墓
誌
銘
」
に
よ
り
、
万
暦
己
酉
年
六

月
十
二
日
に
生
ま
れ
た
全
滎
（
一
六
〇
九
～
一
六
六
〇
）
と
確
認
で
き
る
。
梅
隠
を
「
全
榮
」
と
記
す
も
の
も
あ
る

が
、
全
滎
で
あ
ろ
う
⒀
。
本
貫
は
完
山
（
全
州
市
）。
字
を
達
甫
、
号
を
斗
巖
、
梅
隠
。
梅
隠
は
号
の
ひ
と
つ
で
あ

り
、
斗
巖
は
金
臺
寺
所
蔵
の
「
鳳
臺
院
」
お
よ
び
「
河
北
山
」
の
落
款
で
「
斗
巖
散
人
」
と
あ
る
も
の
に
合
致
す

る
。
寛
永
十
三
年
に
あ
た
る
崇
禎
丙
子
に
全
滎
が
日
本
へ
出
向
い
た
際
に
多
く
の
倭
人
か
ら
争
っ
て
書
を
乞
わ
れ

た
こ
と
、
万
余
の
軸
を
掃
き
尽
く
し
た
こ
と
な
ど
そ
の
時
の
様
子
も
墓
誌
銘
の
一
部
に
示
さ
れ
て
い
る
⒁
（
斗
巖
全

公
墓
誌
銘　
『
韓
国
文
集
叢
刊
』
東
林
家
（
東
林
集
）
ⓒ
韓
国
古
典
翻
訳
院
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
。
次
ペ
ー
ジ
に

図
版
掲
載
）。

ま
た
、『
戊
子
式
年
司
馬
榜
目
』（
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
蔵
）（
古6024

―223

）
の
「
進
士
試
」
に
は
「
幼
学
全 

滎 

達
甫
已

酉 

本
全
州 

居
草
渓
／
父
奉
訓
郎
行
重
林
道
察
訪 

雨
／
永
感
下 

雁
行
兄
昶 

潤 

漾 

弟
濂 

庶
兄
濬
」 

と
あ
る
。
出
身
は
全
羅

北
道
全
州
の
完
山
で
、
住
ま
い
は
慶
尚
南
道
陜
川
郡
の
草
渓
と
あ
り
、
全
滎
の
出
自
、
号
、
本
貫
な
ど
「
斗
巖
全
公
墓
誌

銘
」
の
内
容
と
一
致
す
る
。
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斗
巖
全
公
墓
誌
銘　
『
韓
国
文
集
叢
刊
』
東
林
家
（
東
林
集
）
ⓒ
韓
国
古
典
翻
訳
院
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
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　（
二
）
来
日
時
の
全
滎

次
に
来
日
時
の
全
滎
の
様
子
に
つ
い
て
、
接
伴
僧
・
両
僧
（
玉
峰
光
璘
・
棠
陰
玄
召
）
と
併
せ
て
抜
き
書
き
す
る
。

（
1
）「
又
曰
両
僧
以
能
詩
自
負
、
及
見
使
道
詩
、
不
敢
作
一
句
、
璘
僧
則
曰
、
沿
路
唱
酬
、
則
得
其
詩
篇
多
矣
、
勝
負

不
必
較
、
我
則
欲
製
送
、
召
僧
則
以
為
不
可
、
故
璘
僧
亦
不
敢
書
送
、
又
曰
両
僧
前
日
所
得
使
道
詩
、
極
以
為
寶
、

草
書
多
未
暁
、
幸
令
下
人
、
楷
書
一
本
以
贈
、
仍
請
曰
、
俺
若
得
一
首
詩
、
誇
耀
江
戸
諸
将
、
光
華
倍
百
、
幸
乞

留
念
、
遂
口
占
、
選
體
四
首
、
令
全
滎
書
贈
。
島
主
頓
首
称
謝
。
従
事
官
亦
次
韻
以
贈
。」
寛
永
十
三
年
十
一
月

四
日
大
坂
『
海
行
摠
載
二
』「
金
東
溟
海
槎
録　

上
」
よ
り

（
2
）「
倭
人
求
書
画
者
。
日
夜
坌
集
。
朴
之
英
趙
廷
玹
金
明
國
。
不
勝
其
苦
。
金
明
國
至
欲
出
涕
。
倭
人
最
重
全
滎
書

法
」
寛
永
十
三
年
十
一
月
十
四
日
大
坂
『
海
行
摠
載
二
』「
金
東
溟
海
槎
録　

上
」
よ
り

（
3
）「
璘
西
堂
以
五
色
花
牋
為
一
軸
、
願
得
往
来
詩
篇
、
其
制
似
我
國
僧
詩
軸
、
其
紙
則
我
國
花
牋
也
、
倭
人
絶
貴
之
、

粘
連
数
百
幅
、
且
請
必
得
親
筆
、
余
以
応
接
為
苦
、
令
全
滎
書
之
、
数
日
乃
畢
。
書
法
又
酷
類
余
、
亦
不
能
辨
、

不
料
降
一
格
為
此
體
也
、
相
対
軒
渠
」
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
正
月
五
日
条
『
海
行
摠
載
二
』「
金
東
溟
海
槎

録　

下
」

（
4
）「
令
全
滎
放
書
題
之
。
倭
人
不
暁
草
書
。
此
人
快
読
無
差
誤
。」（
丁
丑 

一
六
三
七
）
一
月
十
四
日
森マ
マ

山
『
海
行
摠
載

二
』「
金
東
溟
海
槎
録　

下
」
よ
り

（
5
）「
留
本
誓
寺
（
中
略
）
以
硯
匣
金
函
桐
紙
分
軍
官
、
以
詩
経
贈
全
滎
」
一
月
二
十
三
日
『
海
行
摠
載
二
』「
金
東
溟

海
槎
録　

下
」
よ
り

（
6
）「
留
河
口
宿
船
上
、
召
長
老
送
金
屏
六
坐
、
願
得
書
富
士
山
律
詩
。
令
全
滎
書
送
、
即
紀
伊
大
納
言
所
求
云
」
一

月
二
十
九
日
『
海
行
摠
載
二
』「
金
東
溟
海
槎
録　

下
」
よ
り



465

禅文化研究所紀要 第35号（令和3年5月）

（
7
）「
至
藍
島
（
中
略
）
倭
人
絶
重
書
画
、
求
全
滎
筆
者
尤
多
。
謂
之
梅
隠
。
名
振
一
國
。
至
是
島
、
求
者
願
得
見
梅

隠
。
行
中
告
以
衣
紫
者
是
也
。
訳
官
尹
廷
羽
、
着
紫
衣
下
舟
、
求
者
四
集
、
攅
手
乞
書
、
倭
通
事
見
之
、
力
言
其

不
為
梅
隠
、
始
得
出
、
行
中
為
之
胡
盧
。」
二
月
十
一
日
『
海
行
摠
載
二
』「
金
東
溟
海
槎
録　

下
」
よ
り

（
8
）「
留
藍
島
（
中
略
）
願
得
筆
法
。
所
書
詩
不
願
古
人
作
」
二
月
十
二
日
『
海
行
摠
載
二
』「
金
東
溟
海
槎
録　

下
」

よ
り

（
9
）「
対
馬
乗
船
（
中
略
）
権
侙
全
滎
朴
之
英
金
明
國
趙
廷
玹
文
弘
績
、
掛
硯
各
一
硯
匣
各
一
大
手
鏡
各
一
」
二
月

二
十
二
日
『
海
行
摠
載
二
』「
金
東
溟
海
槎
録　

下
」
よ
り

（
10
）「
聞
見
雑
録
」
条
「
能
書
官
幼
学
全
滎
」『
海
行
摠
載
二
』「
金
東
溟
海
槎
録　

下
」
よ
り

（
11
）
十
三
年
丙
子　

十
九
歳
「
今
冬
朝
鮮
信
使
来
朝
其
筆
吏
全
梅
隠
因　

先
考
之
求
而
書
向
陽
軒
三
字
以
為
余
号
」

『
本
朝
通
鑑　

首
巻
』「
鵞
峰
林
先
生
自
叙
譜
略
」
よ
り

先
の
項
で
「
斗
巖
全
公
墓
誌
銘
」
で
導
き
だ
さ
れ
た
生
年
に
よ
り
、
寛
永
十
三
年
の
際
に
全
滎
は
二
十
七
歳
。

上
官
か
ら
の
指
令
が
多
く
、
代
筆
や
指
令
に
従
っ
た
も
の
が
見
ら
れ
る
。（
6
）
の
富
士
山
律
詩
を
書
き
送
っ
た
紀

州
の
大
納
言
は
徳
川
頼
宣
（
一
六
〇
二
～
七
一
）
で
あ
る
。
徳
川
家
康
の
十
男
で
、
紀
州
徳
川
家
の
初
代
。（
2
）
の

「
倭
人
最
重
全
滎
書
法
」、（
7
）「
倭
人
絶
重
書
画
、
求
全
滎
筆
者
尤
多
。
謂
之
梅
隠
。
名
振
一
國
」」
と
い
う
表
現

は
当
時
日
本
で
彼
の
筆
が
人
気
で
噂
に
な
っ
た
様
子
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
道
中
で
の
接
伴
僧
・
玉
峰

光
璘
、
棠
陰
玄
召
（
両
僧
、
璘
西
堂
、
召
長
老
）
と
の
詩
文
唱
和
な
ど
接
伴
の
様
子
の
ほ
か
、
朝
鮮
人
か
ら
見
た
倭
人

は
草
書
に
つ
い
て
は
得
意
で
な
か
っ
た
ら
し
い
こ
と
な
ど
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
寛
永
十
三
年
に
先
駆
け
た
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
の
例
で
、
林
羅
山
（
一
五
八
三
～
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一
六
五
七
）
が
朝
鮮
使
節
第
三
回
目
回
答
兼
刷
還
使
の
来
日
の
際
に
写
字
官
・
李
誠
國
（
号
は
梅
庵
）
に
「
夕
顔
巷
」

と
い
う
自
身
へ
の
額
字
を
乞
う
た
、
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
足
立
栗
園
『
近
世
立
志
伝
』「
第
一
、
林
羅

山
」（
積
善
館
、
一
九
〇
二
年
）
⒂
に
見
ら
れ
、「
寛
永
元
年
〈
中
略
〉
一
行
中
の
学
者
李
誠
國
と
い
ふ
も
の
と
も
筆
語

を
し
て
、
為
に
夕
顔
巷
の
三
字
を
書
か
し
め
、
之
を
自
分
の
塾
の
堂
額
と
し
た
と
の
事
で
あ
り
ま
す
」
と
あ
る
。

父
・
羅
山
の
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
な
ぞ
ら
え
て
（
11
）
は
羅
山
の
三
男
、
林
鵞
峰
（
一
六
一
八
～
八
〇
）
が
「
向
陽

軒
」
三
字
を
全
滎
に
求
め
、
自
身
の
号
・
向
陽
軒
の
揮
毫
を
十
九
歳
で
入
手
し
て
い
る
⒃
。
現
在
李
誠
國
揮
毫
の

「
夕
顔
巷
」
の
確
認
は
で
き
な
い
が
、
全
滎
揮
毫
の
「
向
陽
軒
」
は
重
要
文
化
財
の
リ
ス
ト
に
は
挙
げ
ら
れ
る
。
な

お
、
こ
れ
は
全
滎
で
は
な
い
が
寛
永
十
三
年
全
滎
の
上
官
で
副
使
の
金
世
濂
（
号
は
東
溟
）
が
狩
野
山
雪
筆
「
歴
聖

大
儒
像
」
二
十
一
幅
に
着
賛
し
て
お
り
、
そ
の
儒
者
肖
像
は
湯
島
聖
堂
大
成
殿
に
掛
け
ら
れ
た
。
現
在
、
十
五
幅

は
東
京
国
立
博
物
館
、
六
幅
は
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
に
現
存
す
る
。
林
家
は
代
々
大
学
頭
と
し
て
徳
川
幕
府
に

お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
た
一
家
だ
が
儒
教
を
国
教
と
し
た
朝
鮮
か
ら
の
使
節
と
の
交
わ
り
で
は
隣
国
で
の
儒

教
の
情
報
を
得
、
湯
島
聖
堂
に
儒
家
の
画
像
を
掛
幅
し
、
ま
た
朝
鮮
か
ら
の
使
者
に
塾
の
堂
額
、
つ
ま
り
扁
額
を

乞
う
て
使
用
し
た
件
は
、
立
志
伝
で
も
語
ら
れ
る
よ
う
な
逸
話
で
あ
る
。

林
羅
山
は
朝
鮮
か
ら
き
た
使
節
と
の
対
話
を
若
い
頃
か
ら
経
験
し
て
お
り
、
探
賊
使
と
し
て
京
都
に
滞
在
し
た

松
雲
大
師
を
は
じ
め
、
通
算
六
度
に
わ
た
っ
て
朝
鮮
使
節
に
接
遇
し
た
人
で
あ
る
。
羅
山
は
京
都
出
身
で
、
建
仁

寺
で
禅
を
学
び
、
建
仁
寺
大
統
院
の
古
澗
慈
稽
（
一
五
四
四
～
一
六
三
三
）
を
師
と
し
た
。
の
ち
に
藤
原
惺
窩
（
一
五

六
一
～
一
六
一
九
）
と
出
会
い
、
儒
学
へ
傾
注
し
、
結
果
的
に
は
朱
子
学
を
修
め
た
。
惺
窩
の
推
挙
に
よ
り
徳
川
家
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康
に
謁
見
し
、
家
康
を
は
じ
め
四
代
に
わ
た
っ
て
侍
講
を
勤
め
る
。
大
統
院
は
古
澗
慈
稽
に
よ
っ
て
再
興
が
は
じ

め
ら
れ
た
が
、
寛
永
十
四
年
の
こ
ろ
に
は
九
巌
中
達
（
一
五
五
九
～
一
六
六
一
）
が
住
持
で
あ
り
、
再
建
が
済
ん
で
い

た
た
め
、
通
信
使
来
日
時
に
は
寺
堂
が
整
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
後
の
こ
と
に
な
る
が
、
九
巌
中
達
は

以
酊
庵
十
世
と
し
て
、
輪
番
で
対
馬
以
酊
庵
へ
向
か
っ
て
い
る
。

　

丁
丑
鷄
旦
試
毫

　
　

𦾔
冬
有
朝
鮮
信
使
来

　
　

貢
之
事
故
詘
中
及
此
云

　

珍
重
歳
初
千
萬
祥

　

瞳
々
瑞
日
映
城
牆

　

朝
霞
写
出
新
圖
様

　

我
國
東
風
到
樂
浪

　
　
　
　
　
　

　
　

羅
山
叟 

道
春

　
「
夕
顔
巷
」
朱
文
重
槨
方
印

本
書
は
林
羅
山
が
新
年
の
元
旦
に
示
し
た
七
言
絶
句
で
新
出
の
資
料

で
あ
る
。
以
下
の
『
羅
山
林
先
生
詩
集
巻
第
十
一
』
一
三
四
に
よ
れ

ば
、
字
句
に
多
少
の
異
同
が
見
え
る
が
、
大
方
合
致
し
て
い
る
。

「丁丑鶏旦試毫七言絶句」林羅山書

寛永 14 年（1637）紙本墨書

縦 33.7㎝横 53.4㎝　個人蔵
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丁
丑
元
旦
試
為

朝
鮮
信
使
所
恵
黄
毛
筆
臘
晦

信
使
発
途
今
日
逗
留
神
奈
川

珍
重
歳
初
千
万
祥

瞳
々
瑞
日
映
城
墻

朝
霞
写
出
新
図
様

我
国
東
風
到
楽
浪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寛
永
十
四
年

『
羅
山
林
先
生
詩
集
巻
第
十
一
』
一
三
四
に
よ
り
、
本
書
「
丁
丑
鶏
旦
試
毫
七
言
絶
句
」
は
通
信
使
が
歳
末
に
羅
山
へ

贈
っ
た
黄
毛
筆
、
つ
ま
り
朝
鮮
よ
り
持
参
さ
れ
た
筆
を
受
け
取
り
、
早
速
羅
山
が
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
羅
山
は
寛
永

十
三
年
の
通
信
使
来
日
に
お
い
て
一
団
と
の
交
歓
を
進
ん
で
受
け
、
博
学
羅
山
の
才
能
を
発
揮
し
た
。
こ
こ
ま
で
梅
隠
扁
額

に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
が
、
当
時
の
朝
鮮
と
の
関
係
に
お
い
て
、
京
都
五
山
の
役
割
の
ほ
か
に
林
羅
山
の
存
在
は
一
考
に

値
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
⒄
。
朝
鮮
通
信
使
が
朝
鮮
帰
国
後
に
告
げ
た
様
子
に
は
両
僧
と
道
春
（
林
羅
山
）
を
ほ
め
た
た
え

る
様
子
が
見
え
る
⒅
。
徳
川
幕
府
に
召
し
抱
え
ら
れ
、
家
康
を
は
じ
め
、
秀
忠
、
家
光
、
家
綱
四
代
将
軍
に
仕
え
、
侍
講
と

し
て
儒
書
や
史
書
を
講
じ
、
常
に
将
軍
の
傍
ら
で
儀
式
や
法
度
の
草
案
や
外
交
文
書
の
起
草
に
あ
た
っ
て
い
た
才
識
と
機
運

に
め
ぐ
ま
れ
た
人
で
あ
る
。
羅
山
が
江
戸
時
代
初
期
に
誇
っ
た
絶
大
な
権
力
は
紀
州
の
大
納
言
や
京
都
五
山
の
碩
学
ら
と
は

南
禅
寺
金
地
院
を
通
じ
て
お
り
、
大
き
な
つ
な
が
り
が
あ
る
重
要
な
人
物
と
推
測
で
き
る
。
羅
山
は
京
都
で
の
扁
額
の
伝
来

に
関
わ
る
ひ
と
つ
の
鍵
を
握
る
人
物
で
あ
る
可
能
性
を
検
討
し
た
が
、
そ
れ
は
ま
た
別
の
機
会
に
精
査
す
る
こ
と
に
し
た

い
。
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ま
と
め
に
か
え
て

以
酊
庵
輪
番
制
は
寛
永
十
二
年
に
発
動
し
、
京
都
五
山
の
碩
学
と
し
て
は
じ
め
て
東
福
寺
宝
勝
院
の
玉
峰
光
璘

が
以
酊
庵
三
世
と
し
て
対
馬
へ
向
か
い
、
翌
年
に
通
信
使
を
迎
え
た
。
そ
の
通
信
使
一
行
に
含
ま
れ
た
梅
隠
、
つ

ま
り
全
滎
は
能
書
官
幼
学
（
写
字
官
）
で
あ
り
、
そ
の
書
は
倭
人
に
争
う
よ
う
に
乞
わ
れ
た
。「
倭
人
絶
重
書
画
求

全
滎
筆
者
尤
多
。
謂
之
梅
隠
。
名
振
一
國
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
「
全
滎
」
の
書
を
求
め
た
人
は
最
も
多
く
、
梅

隠
の
名
が
日
本
に
と
ど
ろ
い
て
い
た
と
い
う
。
墨
技
に
長
け
た
朝
鮮
通
信
使
の
能
筆
家
と
し
て
政
治
的
に
安
定
し

た
時
期
に
差
し
掛
か
っ
た
際
に
来
日
し
た
梅
隠
。
京
都
五
山
の
碩
学
が
そ
の
来
日
の
際
に
機
微
に
富
む
学
才
で
も

て
な
し
た
経
緯
と
寺
名
や
号
の
揮
毫
は
、
以
酊
庵
輪
番
制
と
無
関
係
の
所
産
で
は
あ
り
え
な
い
。
筆
墨
の
妙
を
常

に
追
究
す
る
禅
僧
た
ち
が
成
す
性
で
あ
り
、
互
い
に
漢
詩
や
筆
墨
の
文
化
に
向
き
合
い
、
一
字
一
句
に
精
魂
を
込

め
て
い
る
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
立
場
は
対
等
で
あ
り
、
以
酊
庵
輪
番
、
対
朝
鮮
外
交
と
い
う
任
務
の
特
異
性
は

自
尊
心
を
高
ら
か
に
保
た
せ
た
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
扁
額
の
来
歴
が
確
か
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
慈
照
院
の
「
棲
碧
」
は
住
持
本
人
が
自
身
の
号
と
な
っ
て
い
る

学
問
所
棲
碧
軒
の
扁
額
の
誂
え
に
関
与
し
た
様
子
が
史
料
か
ら
う
か
が
え
、
さ
ら
に
対
馬
藩
と
の
間
に
は
縁
戚
関
係
に
及
ぶ

例
が
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
接
伴
僧
ば
か
り
で
な
く
在
京
の
身
で
事
を
な
し
た
様
子
も
興
味
深
く
、
そ
の
こ
と
が
、
梅
隠
揮

毫
の
扁
額
の
存
在
を
通
じ
て
確
か
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
麟
祥
院
の
例
は
特
殊
で
あ
り
、
徳
川
家
光
に
お
い
て
通
信
使
の
揮

毫
し
た
扁
額
で
盛
大
に
堂
内
が
誂
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
隣
国
の
朝
鮮
国
王
が
江
戸
時
代
に
入
っ
て
は
じ
め
て
の

通
信
使
を
派
遣
し
た
と
い
う
、
外
交
の
転
換
期
を
迎
え
た
安
泰
を
示
す
大
き
な
効
果
を
狙
っ
た
こ
と
が
そ
の
背
景
で
あ
る
。

そ
し
て
、
朝
鮮
通
信
使
の
来
日
と
連
動
し
、
額
字
の
揮
毫
を
求
め
る
こ
と
に
は
憚
る
も
の
も
な
く
、
寛
永
期
の
ひ
と
つ
の
流

行
と
読
み
取
れ
る
。
東
福
寺
、
天
龍
寺
に
つ
い
て
は
未
調
査
で
あ
り
、
寺
史
を
含
め
来
歴
不
詳
と
な
っ
た
件
は
多
く
残
し
た
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が
、
今
後
の
考
証
を
進
め
る
た
め
に
は
、
京
都
五
山
の
以
酊
庵
輪
番
制
と
対
馬
藩
、
儒
学
の
大
成
者
で
あ
り
当
時
権
力
を

誇
っ
た
林
羅
山
の
人
脈
や
嗜
好
、
林
家
に
伝
わ
っ
た
扁
額
の
様
子
も
よ
り
よ
く
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の

た
び
は
、
梅
隠
揮
毫
の
扁
額
に
つ
い
て
現
状
の
報
告
と
な
っ
た
。
課
題
を
拡
大
さ
せ
た
が
改
め
て
史
料
を
集
め
、
調
査
の
方

法
を
改
め
、
検
討
材
料
を
吟
味
す
る
機
会
を
持
ち
た
い
も
の
で
あ
る
。

【
注
釈
】

⑴
「
文
禄
・
慶
長
の
役
」
は
文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）
と
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
の
二
度
、
各
二
年
に
わ
た
り
豊
臣
秀
吉

の
意
思
で
朝
鮮
国
土
へ
出
兵
し
た
、
朝
鮮
と
明
の
連
合
軍
と
の
戦
い
。
朝
鮮
で
は
壬
辰
倭
乱
・
丁
酉
再
乱
、
明
で
は
万
暦

朝
鮮
役
と
い
う
。
文
禄
元
年
三
月
に
肥
前
名
護
屋
に
本
営
が
置
か
れ
て
、
四
月
に
第
一
陣
が
釜
山
に
達
し
、
戦
端
を
開
い

た
。
朝
鮮
半
島
の
大
部
分
を
占
拠
し
、
明
へ
の
侵
入
を
目
論
ん
だ
（
唐
入
り
）。
し
か
し
、
文
禄
二
年
四
月
停
戦
協
定
の

成
立
に
伴
い
撤
退
し
た
。
秀
吉
は
同
年
六
月
に
明
帝
の
娘
を
后
妃
に
迎
え
る
こ
と
や
勘
合
船
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し

て
朝
鮮
を
割
譲
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
提
示
し
た
が
、
聞
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
不
満
を
抱
い
た
秀
吉

は
慶
長
二
年
に
再
出
兵
し
た
。
蔚
山
の
戦
い
や
泗
川
の
戦
い
で
は
明
軍
の
援
軍
に
包
囲
さ
れ
、
秀
吉
の
思
う
ま
ま
に
は
い

か
な
か
っ
た
。
同
三
年
八
月
に
秀
吉
の
死
に
よ
り
、
戦
い
は
終
結
し
た
。
そ
の
際
に
朝
鮮
の
地
は
焦
土
と
化
し
、
数
多
く

の
人
々
は
戦
乱
で
命
を
奪
わ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
日
本
へ
は
多
く
の
被
虜
が
連
行
さ
れ
、
儒
教
関
係
の
書
籍
や
銅
活
字
、
陶

芸
な
ど
学
問
・
文
芸
・
文
化
の
発
展
も
促
し
た
。
儒
教
に
関
し
て
は
藤
堂
高
虎
の
水
軍
に
よ
っ
て
儒
者
李
滉
（
李
退
渓 

一
五
〇
二
～
七
二
）
の
門
人
・
姜
沆
（
一
五
六
七
～
一
六
一
八
）
が
日
本
へ
連
れ
帰
ら
れ
た
。
三
年
の
抑
留
の
後
、
慶
長

五
年
（
一
六
〇
〇
）
に
帰
国
す
る
が
、
伏
見
居
留
の
際
に
相
国
寺
の
藤
原
惺
窩
と
交
わ
り
、
惺
窩
は
姜
沆
よ
り
朱
子
学
を

学
び
、
の
ち
に
林
羅
山
や
石
川
丈
山
な
ど
門
人
を
抱
え
た
。
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⑵
己
酉
約
条
は
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
に
締
結
さ
れ
た
日
朝
間
（
朝
鮮
と
対
馬
島
主
宗
氏
と
の
間
）
で
結
ば
れ
た
条

約
。
慶
長
十
四
年
が
己
酉
の
干
支
で
あ
る
こ
と
に
因
む
名
称
。
従
前
の
朝
鮮
と
対
馬
間
の
諸
約
条
に
依
拠
し
、
日
本
か
ら

朝
鮮
へ
渡
航
す
る
使
者
の
資
格
や
接
待
に
関
し
て
定
め
た
も
の
。
こ
れ
に
よ
り
対
馬
は
朝
鮮
と
の
貿
易
を
再
開
し
た
。
そ

の
後
明
治
初
期
に
外
務
省
が
対
馬
藩
の
外
交
業
務
を
接
収
す
る
ま
で
は
効
力
を
も
っ
て
い
た
。

⑶
泉
澄
一
「
寛
文
末
～
延
宝
期
の
釜
山
窯
を
め
ぐ
っ
て 

対
馬
藩
・
表
書
札
方
毎
日
記
を
中
心
に
し
て
」（『
関
西
大
学
東
西

学
術
研
究
所
紀
要
』
十
五
、pp23~52

、
一
九
八
二
年
三
月
）
に
、
寛
文
か
ら
延
宝
期
の
釜
山
窯
に
つ
い
て
対
馬
藩
の
日

記
か
ら
考
察
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
四
月
十
三
日
の
項
に
「
額
字
之
覚
、
鹿
王
院　

此
字

之
額
三
枚
有
之
、
大
寧
院
、
此
字
二
枚
有
之
…
…
」
と
あ
り
、
額
字
や
御
本
茶
碗
の
注
文
に
つ
い
て
な
ど
の
報
告
が
あ

る
。

⑷
田
代
和
生
『
書
き
替
え
ら
れ
た
国
書
』（
中
公
新
書
六
九
四
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
三
年
六
月
）
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

⑸
博
多
聖
福
寺
、
京
都
東
福
寺
ほ
か
の
住
持
を
歴
任
後
、
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
対
馬
の
大
名
・
宗
義
調
の
招
き
に
よ
り

対
馬
へ
渡
っ
た
。
対
馬
府
中
の
西
山
寺
（
臨
済
宗
）
に
住
み
、
対
朝
鮮
外
交
を
行
っ
た
。
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
に

豊
臣
秀
吉
の
関
白
就
任
の
後
、
同
十
七
年
に
強
硬
な
命
で
対
馬
島
主
宗
義
智
、
豪
商
島
井
宗
室
と
共
に
朝
鮮
に
渡
り
、
秀

吉
の
日
本
統
一
を
祝
賀
す
る
使
節
を
要
請
。
同
年
十
八
年
に
黄
允
吉
、
金
誠
一
ら
が
来
日
。
聚
楽
第
に
て
見
引
し
た
。
そ

の
際
に
「
征
明
嚮
導
」
の
命
を
「
仮
途
入
明
」（
明
入
り
の
た
め
に
朝
鮮
の
道
を
借
り
た
い
）
と
意
図
を
か
え
て
交
渉
し

た
が
、
朝
鮮
側
は
拒
絶
。
天
正
二
十
年
に
十
六
万
の
兵
力
を
九
州
名
護
屋
で
編
成
し
、
釜
山
に
上
陸
し
た
。
開
戦
戦
役
の

渦
中
、
小
西
行
長
に
同
行
し
て
、
度
々
、
朝
鮮
と
和
議
の
交
渉
に
当
た
っ
た
。
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）、
秀
吉
の
命
に

よ
り
明
に
渡
り
、
そ
の
際
に
万
暦
帝
か
ら
本
光
国
師
の
号
を
賜
う
。
文
禄
・
慶
長
の
役
で
焦
土
と
化
し
た
朝
鮮
と
は
国
交

が
な
い
ま
ま
の
時
期
を
経
て
、
慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
）
に
朝
鮮
修
文
職
の
役
院
と
し
て
対
馬
に
瞎
驢
山
以
酊
庵
を
開
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創
。
以
酊
庵
の
名
は
玄
蘇
の
生
ま
れ
年
の
干
支
が
丁
酉
、
す
な
わ
ち
天
文
六
年
（
一
五
三
七
）
で
あ
る
こ
と
に
因
む
。

⑹
田
代
和
生
『
書
き
替
え
ら
れ
た
国
書
』
に
よ
れ
ば
、
規
伯
玄
方
が
流
さ
れ
た
南
部
藩
（
盛
岡
藩
）
で
「
方
長
老
」
と
呼
ば

れ
、
学
問
・
文
化
の
指
導
者
と
し
て
尊
敬
さ
れ
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
南
部
鉄
器
や
黄
精
飴
、
高
麗
く
る
み
な
ど
は

方
長
老
在
盛
生
活
二
十
四
年
間
で
遺
し
た
足
跡
と
考
察
さ
れ
る
。
玄
方
は
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
に
赦
免
さ
れ
、
京
都

南
禅
寺
に
移
る
。
の
ち
に
南
禅
寺
末
寺
の
大
阪
九
昌
院
に
移
り
、
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
に
遷
化
し
た
。

⑺
桜
井
景
雄
「
禅
宗
秘
話
（
四
）
対
州
修
文
職
に
つ
い
て
」（『
禅
文
化
』
三
九
、一
九
六
六
年
一
月
）
の
「
碩
学
と
対
州
修

文
職
」
の
章
（p21~23

）
に
詳
述
さ
れ
る
。

⑻
慈
照
院
住
職
と
令
夫
人
よ
り
扁
額
「
棲
碧
」
の
存
在
と
「
梅
隠
」
の
筆
で
あ
る
こ
と
。
そ
れ
か
ら
慈
照
院
に
ま
つ
わ
る
歴

史
に
つ
い
て
も
詳
し
く
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

⑼
「
寛
永
十
一
年
十
二
月
二
十
日　

有
楽
居
士
年
忌
」『
鹿
苑
日
録
』
七

⑽
「
覚
／
京
都
麟
祥
院
寛
永
十
一
申
戊
年
／
大
猷
院
様
御
建
立　

御
朱
印
／
弐
百
石
稲
葉
春
日
二
位
局
之
／
菩
提　

所
／

方
丈
梁
七
間
半
桁
九
間
半
／
惣
間　

海
北
友
雪
筆
／
麟
祥
院
額
朝
鮮
梅
隠
筆
／
霊
屋
壱
間
半
四
面
／
絵　

狩
野
奥
意
筆
」

（
京
都
麟
祥
院
蔵
）

⑾
『
復
刻 

新
撰
東
京
名
所
図
会
』
第
四
十
八
編
、
東
陽
堂
版
、
一
九
〇
七
年
。『
東
京
名
所
図
会
［
第
一
〇
］（
本
郷
区
之

部
）』
睦
書
房
、
一
九
六
九
年
三
月

⑿
丙
子
胡
乱
（
一
六
三
六
年
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
翌
年
二
月
二
十
四
日
）
は
清
が
朝
鮮
を
侵
略
し
て
制
圧
し
、
服
従
さ

せ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
来
日
し
て
い
た
通
信
使
一
行
が
そ
の
情
報
を
得
た
一
六
三
七
年
二
月
二
十
一
日
の

様
子
は
、
帰
国
真
際
の
対
馬
の
こ
と
と
し
て
金
東
溟
『
東
槎
録
』
下
に
記
さ
れ
る
。「
二
十
一
日
辛
卯
雨
留
馬
島
候
風
義

成
願
行
上
船
宴
連
日
苦
請
（
中
略
）
倭
館
人
飛
報
虜
事
情
也
。
書
中
有
云
虜
騎
犯
京
。
大
駕
出
次
南
漢
。
今
則
已
為
講
和
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退
去
。
大
駕
還
都
云
。
得
報
震
駭
心
膽
俱
絶
。
欲
為
痛
哭
則
不
当
但
仰
天
掩
泣
会
曙
（
二
月
二
十
一
日
に
対
馬
で
倭
館
の
人
か

ら
緊
急
の
知
ら
せ
を
受
け
る
。
そ
の
内
容
は
都
に
清
の
蛮
兵
が
侵
入
し
、
朝
鮮
国
王
は
南
漢
山
城
に
逃
れ
た
。
現
在
講
和
が
成
立
し
、
敵
兵

は
撤
退
。
王
の
輿
は
都
に
還
っ
た
と
い
う
。
こ
の
報
を
受
け
、
聞
き
驚
き
、
声
を
上
げ
て
哭
き
た
い
が
そ
う
い
う
わ
け
に
も
い
か
な
い
）」

と
、
帰
還
目
前
に
し
て
飛
報
に
接
し
て
い
る
。

⒀
梅
隠
は
「
全
榮
（
전
영
／
ぜ
ん
え
い
）」
と
表
記
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
が
、「
全
滎
（
전
형
／
ぜ
ん
け
い
）」
と
考
え
ら
れ

る
。
韓
国
国
史
編
纂
委
員
会
の
ペ
ー
ジ
「
承
政
院
日
記
２
０
３
４
冊
」
順
祖
十
三
年
十
一
月
七
日
を
参
照
す
る
と
、
崇
禎

丙
子
に
全
滎
が
日
本
へ
出
向
い
た
際
に
書
を
乞
わ
れ
た
様
子
や
「
全
致
遠·

全
雨·

全
霽·

全
滎
三
世
學
行
」
と
三
世
代
に

渡
り
、
全
滎
と
示
さ
れ
て
い
る
。　
　

http://sjw
.history.go.kr/id/SJW

-H
13110070-03000

　

ま
た
、（
韓
文
）
이
상
규 
“1636

년 

일
본
사
행
록 

『
海
槎
日
記
』
의 

작
자
와 

내
용
소
개
” 

한
일
관
계
사
연
구 V

ol.57, 
2017.8. pp. 497-554

（
イ
サ
ン
ギ
ュ
【
資
料
紹
介
】
一
六
三
六
年
日
本
使
行
録
『
海
槎
日
記
』
の
作
者
と
内
容
紹
介
」『
韓

日
關
係
史
硏
究
』
五
七
、pp497-554
）
二
〇
一
七
年
八
月
に
も
全
致
遠
完
、
学
士
毅
、
号
濯
渓
、
宣
廟
初
以
行
誼
除
別

提
、
不
就
、
壬
辰
倡
義
、
眉
叟
撰
誌
銘
。
子
［
雨
］
壬
辰
倡
義
、
力
戦
有
功
。
子
［
滎
］
字
達
甫
、
己
酉
生
、
丙
子
赴
日

本
、
戊
子
司
馬
、
庚
子
卒
、
号
斗
巖
」
と
あ
り
、
家
系
図
「
全
致
遠
―
雨
―
昶
、
漾
、
滎
、
濂
」
等
と
示
し
た
上
で
『
全

進
士
東
槎
録
日
記
』
の
原
書
の
影
印
本
の
紹
介
が
あ
る
。
そ
こ
に
も
「
滎
」
と
墨
書
で
筆
記
さ
れ
る
。
日
本
側
の
報
告

で
は
李
元
植
『
朝
鮮
通
信
使
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
七
年
に
「
全
滎
（
梅
隠
）
丙
子
年
」（p57,622

）
と
「
全

滎
」
と
紹
介
。
そ
の
他
、『
江
戸
幕
府
儒
官
林
家
関
係
資
料
』
の
な
か
に
林
家
史
料
―
林
家
本
―
３
７
「
全
梅
隠
筆
向
陽

軒
号
」
一
幅
「
小
中
華
全
梅
隠
」「
全
滎
達
甫
」
と
い
う
表
記
が
み
ら
れ
る
。

⒁
韓
国
古
典
翻
訳
院
の
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
東
林
先
生
文
集
巻
之
九
」「
碑
誌
碣
」「
斗
巖
全
公
墓
誌
銘
」（p,357

～359

）

参
照
。http://db.itkc.or.kr/im

gview
er/item

?item
Id=M

O
#im

gview
er/im

gnode?grpId=&
item

Id=M
O

&
g
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ubun=book&

depth=5&
cate1=Z&

cate2=&
dataGubun=%

EC%
B5%

9C%
EC%

A
2%

85%
EC%

A
0%

95%
EB%

B3%
B4&

dataId=IT
K

C_M
O

_1201A
_0090_030_0050

⒂
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
近
世
立
志
伝
（
一
林
羅
山
）」（p37

／25

コ
マ
）https://dl.ndl.go.jp/

info:ndljp/pid/777677　

⒃
重
要
文
化
財
：
平
成
十
四
年
度
指
定
：
指
定
名
称
『
江
戸
幕
府
儒
官
林
家
関
係
資
料
』
の
な
か
に
林
家
史
料
―
林
家
本

―
３
７
「
全
梅
隠
筆
向
陽
軒
号
」
一
幅
（
一
九
五
・
六
×
五
三
・
〇
㎝
）「
小
中
華
全
梅
隠
」「
全
滎
逵
甫
」
と
い
う
表
記
で

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttps://w

w
w

ap.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/shipscontroller

「
史
料
の
所
在

（
所
蔵
資
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（H

i-CA
T

））」
で
検
索
で
き
る
。

⒄
李
元
植
「
林
羅
山
と
朝
鮮
通
信
使
」『
朝
鮮
学
報
』
一
一
九
・
一
二
〇
号
、
一
九
八
六
年
七
月
で
は
「
江
戸
初
期
の
信
使
と

日
本
文
士
と
の
接
触
に
あ
た
っ
て
、
早
く
か
ら
多
数
の
朝
鮮
本
の
渉
猟
を
行
い
、
朝
鮮
の
各
種
の
知
識
を
獲
得
し
聡
敏
の

力
を
以
て
幕
府
四
代
に
歴
任
し
な
が
ら
明
暦
度
に
至
る
ま
で
韓
使
と
華
々
し
く
交
渉
を
な
し
て
日
韓
文
化
の
交
流
に
活
躍

し
た
」
と
し
て
、
交
歓
の
実
態
を
検
討
し
、
大
学
頭
の
一
覧
も
供
し
、
林
羅
山
の
人
物
像
を
紹
介
し
て
い
る
。

⒅
『
謁
東
溟
先
生
集
卷
之
十 

海
槎
錄
』 

최
종
정
보　

謁
東
溟
先
生
集
卷
之
十 

一
善
金
世
濂
道
源
著
／
海
槎
錄
下
に
は
「
三

月
初
九
日
戊
申
晴　

平
明
發
行
渡
漢
江
。
江
岸
一
帶
。
閭
舍
蕩
盡
。
自
竹
山
至
江
上
二
百
里
之
間
。
無
復
人
煙
。
流
離
者

已
成
鬼
色
。
及
入
城
。
南
大
門
鍾
樓
以
下
左
右
行
廊
。
盡
成
灰
燼
。
闕
中
侍
衛
將
士
不
成
貌
樣
。
承
政
院
移
于
內
班
院
。

備
邊
司
移
于
承
政
院
。
一
行
復
命
。
命
引
見
。
上
問
風
俗
山
川
。
土
地
軍
民
。
戰
船
兵
器
及
關
白
政
治
。
義
成
能
否
。
竝

一
一
陳
達
。
又
問
彼
國
之
人
有
能
文
者
乎
。
上
使
對
曰
。
不
成
文
理
。
詩
則
尤
不
好
。
臣
世
濂
對
曰
。
召
長
老
、
璘
西

堂
行
文
儘
好
。
國
中
唯
道
春
之
文
爲
最
。
沿
路
及
江
戶
。
多
有
來
問
者
。
皆
以
理
氣
性
情
等
語
爲
問
。
不
可
以
蠻
人
而
忽

之
。
上
曰
。
聞
彼
中
素
多
災
異
。
今
亦
有
之
耶
。
對
曰
到
江
戶
。
有
地
震
之
變
。
但
災
變
影
也
。
人
事
形
也
。
日
本
奢
侈
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已
極
。
自
古
災
禍
。
未
有
大
於
奢
侈
者
。
此
則
變
之
大
者
。
上
喟
然
曰
。
比
言
甚
是
矣
。
國
家
之
患
。
必
出
於
奢
侈
。」

と
あ
る
。

【
参
考
文
献
】

（
書
籍
）

・
伊
藤
東
慎
『
黄
龍
遺
韻
』
両
足
院
、
一
九
五
七
年
十
一
月

・
宮
尾
し
げ
を
『
東
京
名
所
図
会
・
本
郷
区
』（
東
陽
堂
版
復
刻
版
）
睦
書
房
、
一
九
六
九
年
三
月

・
内
藤
雋
輔
『
文
禄
・
慶
長
役
に
お
け
る
被
擄
人
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
六
年
五
月

・
竹
田
益
州
『
栄
西
禅
師
と
建
仁
寺
』
日
本
仏
教
研
究
所
・
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
八
一
年
四
月

・
木
村
静
雄
『
妙
心
寺
―
六
百
五
十
年
の
歩
み
』
妙
心
寺
大
法
会
事
務
局
、
一
九
八
四
年
四
月

・
田
代
和
生
『
書
き
替
え
ら
れ
た
国
書
』
中
公
新
書
六
九
四
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
三
年
六
月

・
姜
沆
著
、
朴
鐘
鳴
訳
注
『
看
羊
録
―
朝
鮮
儒
者
の
日
本
抑
留
記
』
平
凡
社
、
東
洋
文
庫 

四
四
〇
、一
九
八
四
年
十
二
月

・
仲
尾
宏
『
朝
鮮
通
信
使
と
江
戸
時
代
の
三
都
』
明
石
書
店
、
一
九
九
三
年
八
月

・
田
中
健
夫
『
前
近
代
の
国
際
交
流
と
外
交
文
書
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
十
月

・
李
元
植
『
朝
鮮
通
信
使
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
七
年
八
月

・
日
韓
共
通
歴
史
教
材
制
作
チ
ー
ム
『
朝
鮮
通
信
使
―
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
か
ら
友
好
へ
』
明
石
書
店
、
二
〇
〇
五
年
四
月

・
池
内
敏
『
絶
海
の
碩
学
―
近
世
日
朝
外
交
史
研
究
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
七
年
二
月

・
田
中
節
孝
『
以
酊
庵
―
江
戸
時
代
の
日
朝
交
流
の
要
』
鶴
翼
山
西
山
禅
寺
、
発
行
年
月
不
明
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（
論
文
／
資
料
紹
介
）

・
上
村
観
光
「
対
州
以
酊
庵
の
沿
革
」『
禅
林
文
芸
史
譚
』
大
鎧
閣
、
一
九
一
九
年
九
月

・
松
田
甲
「
僧
玄
蘇
朝
鮮
の
初
旅
」 『
続
日
鮮
史
話
』
第
一
篇
、
朝
鮮
総
督
府
、
一
九
三
一
年
三
月

・
桜
井
景
雄
「
禅
宗
秘
話
（
四
）
対
州
修
文
職
に
つ
い
て
」『
禅
文
化
』
三
九
、
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
六
六
年
一
月

・
泉
澄
一
「
江
戸
時
代
、
日
朝
外
交
の
一
側
面
―
対
馬
以
酊
庵
輪
番
制
度
と
関
係
史
料
に
つ
い
て
」『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
紀
要
』

十
、一
九
七
七
年
九
月

・
若
木
太
一
「
朝
鮮
通
信
使
と
石
川
丈
山
―
「
日
東
の
李
白
」
考
」『
語
文
研
究
』
五
一
・
五
三
、九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
、
一
九
八
二
年

六
月

・
姜
在
彦
「
善
隣
の
使
節
―
朝
鮮
通
信
使
」
図
録
『
朝
鮮
通
信
使
と
紀
州
』
和
歌
山
市
立
博
物
館
、
一
九
八
七
年
十
月

・
田
代
和
生
「
近
世
に
お
け
る
対
馬
と
朝
鮮
」『
玄
界
灘
の
島
々 

海
と
列
島
文
化 

第
三
巻
』
小
学
館
、
一
九
九
〇
年
十
二
月

・
秋
宗
康
子
「
対
馬
以
酊
庵
に
赴
い
た
相
国
寺
輪
番
僧
に
つ
い
て
」『
立
命
館
文
学
』
五
二
一
、
立
命
館
大
学
人
文
学
会
、
一
九
九
一
年
六
月

・
仲
尾
宏
「
通
信
使
外
交
の
画
期
―
寛
永
十
三
年
の
聘
礼
」『
善
隣
と
友
好
の
記
録
大
系
朝
鮮
通
信
使
第
二
巻 

丙
子
・
寛
永
度 

癸
未
・
寛

永
度
』、
明
石
書
店
、
一
九
九
六
年
八
月

・
李
元
植
「
朝
鮮
使
節
と
日
本
文
人
と
の
交
歓
」『　

〃　

』
明
石
書
店
、
一
九
九
六
年
八
月

・
田
中
健
夫
「
対
馬
以
酊
庵
の
研
究
―
近
世
対
朝
鮮
外
交
機
関
の
一
考
察
」『
前
近
代
の
国
際
交
流
と
外
交
文
書
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
六
年
十
月

・
仲
尾
宏
・
許
芝
銀
「
朝
鮮
通
信
使
の
編
成
―
員
訳
と
座
目
一
覧
―
」『
世
界
人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー 

研
究
紀
要
』
十
二
、二
〇
〇
七
年
三
月

・
北
野
良
枝
「
狩
野
山
雪
「
歴
聖
大
儒
像
」
を
め
ぐ
っ
て
」『
ア
ジ
ア
遊
学
』
一
二
〇
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
九
年
三
月

・
吾
妻
重
二
「
日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
の
受
容
―
林
鵞
峰
『
泣
血
余
滴
』、『
祭
奠
私
儀
』
を
中
心
に
―
」『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
研
究
』

三
、二
〇
一
〇
年
三
月
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・
仲
尾
宏
「
正
伝
永
源
院
」『
み
ん
な
で
学
ぼ
う 

京
都
と
韓
国
の
交
流
の
歴
史
』
五
、
韓
国
民
団
京
都
府
本
部
、
二
〇
一
一
年
十
二
月

・
池
内
敏
「
以
酊
庵
輪
番
制
と
東
向
寺
輪
番
制
（
対
馬
藩
特
集
―
主
体
と
し
て
の
対
馬
・
対
馬
藩
）『
九
州
史
学
』
一
六
三
、二
〇
一
二
年
十
月

・
片
山
真
理
子
「
金
義
信
の
墨
跡
「
妙
喜
庵
」
を
め
ぐ
っ
て
―
附
〈
影
印
〉『
拾
遺
扁
額
要
覧
』」『
朝
鮮
通
信
使
地
域
史
研
究
』
創
刊
号
、

縁
地
連
朝
鮮
通
信
使
関
係
地
域
史
研
究
会
、
二
〇
一
五
年
十
月

・
池
世
梨
「
以
酊
庵
輪
番
僧
に
よ
る
近
世
朝
鮮
文
物
の
伝
来
に
つ
い
て
―
茶
道
具
を
中
心
に
」『
ア
ジ
ア
史
学
論
集
』
十
、
京
都
大
学
大
学

院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
松
浦
茂
研
究
室
、
二
〇
一
六
年
一
月

・
이
상
규
【
資
料
紹
介
】「
１
６
３
６
년 

일
본
사
행
록 

『
海
槎
日
記
』
의 

작
자
와 

내
용 

소
개
」『
한
일
관
계
사
연
구
』
五
十
七
、二
〇
一
七

年
八
月

（
図
録
）

・
東
京
国
立
博
物
館
『
朝
鮮
通
信
使 

近
世
２
０
０
年
の
日
韓
文
化
交
流
』
東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
八
五
年
十
月

・
京
都
国
立
博
物
館
『
京
都
最
古
の
禅
寺
建
仁
寺
』
読
売
新
聞
大
阪
本
社
、
二
〇
〇
二
年
四
月

・
ア
ー
ト
キ
ュ
ー
ブ
編
集
室
『
禅
院
の
美
術
―
建
仁
寺 
正
伝
永
源
院
の
名
宝
―
』
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
、
二
〇
〇
〇
年
四
月

・
京
都
国
立
博
物
館
『
亀
山
法
王
七
〇
〇
年
御
忌
記
念
南
禅
寺
』
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
四
年
一
月

・
筑
波
大
学
日
本
美
術
史
研
究
室
、
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
『
江
戸
前
期
の
湯
島
聖
堂
―
筑
波
大
学
資
料
に
よ
る
復
元
研
究
成
果
の
公
開
』

筑
波
大
学
附
属
図
書
館
、
二
〇
〇
五
年
十
月

・
釜
山
博
物
館
『
長
い
交
わ
り
―
韓
国
と
日
本
』
釜
山
博
物
館
、
二
〇
〇
八
年
九
月

・
許
南
植
、
久
山
隆
昭
『
相
国
寺
塔
頭
慈
照
院
所
蔵
朝
鮮
通
信
使
遺
物
図
録
』
朝
鮮
通
信
使
事
業
会
、
共
同
刊
行 

相
国
寺
塔
頭
慈
照
寺
、

二
〇
〇
八
年
十
二
月
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・
花
園
大
学
歴
史
博
物
館
『
春
日
局
ゆ
か
り
の
寺　

麟
祥
院
展
』
花
園
大
学
歴
史
博
物
館
、
二
〇
〇
九
年
四
月

・
京
都
国
立
博
物
館
『
狩
野
山
楽
・
山
雪
』
毎
日
新
聞
社
、
二
〇
一
三
年
三
月

・
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
『
対
馬
藩
と
朝
鮮
通
信
使
―
十
二
万
点
の
宗
家
文
書
が
語
る
歴
史
の
真
実
』
長
崎
歴
史
博
物
館
、
二
〇
一
三
年
十
月

・
高
麗
美
術
館
『
朝
鮮
通
信
使
と
京
都
「
誠
信
の
交
わ
り
」
へ
の
道
―
松
雲
大
師
と
雨
森
芳
洲
』
高
麗
美
術
館
、
二
〇
一
三
年
十
月

・
釜
山
博
物
館
『
朝
鮮
時
代
の
通
信
使
と
釜
山
』
釜
山
博
物
館
、
二
〇
一
五
年
十
月

・
特
別
展
「
徳
川
家
康
」
及
び
「
豊
か
な
る
朝
鮮
王
朝
の
文
化
」「
茶
の
湯
の
名
品
」
企
画
運
営
委
員
会
ほ
か
『
豊
か
な
る
朝
鮮
王
朝
の
文

化
―
交
流
の
遺
産
―
日
韓
国
交
正
常
化
50
周
年
記
念 

徳
川
美
術
館
・
蓬
左
文
庫
開
館
80
周
年
記
念
秋
季
特
別
展
』
特
別
展
「
徳
川
家

康
」
及
び
「
豊
か
な
る
朝
鮮
王
朝
の
文
化
」「
茶
の
湯
の
名
品
」
企
画
運
営
委
員
会
、
二
〇
一
五
年
九
月

・
花
園
大
学
歴
史
博
物
館
『
湯
島
麟
祥
院
―
春
日
局
と
峨
山
慈
棹
』
二
〇
一
六
年
四
月

・
釜
山
博
物
館
『
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ 
世
界
記
憶
遺
産
通
信
使
記
録
物
』
釜
山
博
物
館
、
二
〇
一
八
年
十
月

（
謝
辞
）
本
論
を
記
す
に
あ
た
り
、
多
方
面
の
識
者
や
理
解
者
よ
り
ご
助
力
と
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

金
臺
寺
、
西
来
院
、
正
伝
永
源
院
、
慈
照
院
、
多
福
院
、
麟
祥
院
（
京
都
・
東
京
）
を
は
じ
め
、
韓
国
古
典
翻
訳
院
、
両
足
院
、
花
園
大
学

情
報
セ
ン
タ
ー
、
大
野
直
哉
、
岡
部
良
一
、
金
鍾
珉
、
金
惠
卿
、
郷
司
泰
仁
、
佐
々
木
悦
也
、
志
水
一
行
、
田
口
幸
滋
、
東
野
鈴
奈
、

木
村
弥
生
（
敬
称
略
）
よ
り
ご
協
力
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
こ
こ
ろ
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
一
月
に
遷
化
さ
れ
た
島
崎
義
孝
師
（
多
福
院
住
持
）
の
ご
霊
前
に
捧
げ
ま
す
。
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